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二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
、
市
制
施
行
八
〇
周
年
を
記
念
し
て
市
川

市
は
市
域
の
お
気
に
入
り
の
場
所
、
市
川
ら
し
い
景
観
、
と
し
て
市
民
に

「
い
ち
か
わ
景
観
一
〇
〇
選
」
を
募
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
最
も
多
く
寄

せ
ら
れ
た
の
が
、「
江
戸
川
」、
そ
し
て
、「
真
間
川
と
桜
並
木
」
が
そ
れ

に
次
い
だ
。

こ
の
章
で
は
市
民
に
と
っ
て
市
川
市
を
代
表
す
る
景
観
で
あ
っ
た
江
戸

川
と
真
間
川
と
い
う
二
つ
の
河
川
に
関
わ
る
問
題
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に

す
る
。

第1節
市
川
市
を
流
れ
る
大
河
・
江
戸
川

1

江
戸
川
放
水
路
・
水
閘
門
の
建
設

江
戸
川
は
茨
城
県
猿さ

島し
ま

郡ぐ
ん

五ご

霞か

町ま
ち

と
千
葉
県
野
田
市
の
境
界
付
近
に
あ

る
関せ

き

宿や
ど

分
岐
点
で
利
根
川
と
分
れ
、
市
川
市
で
東
京
湾
に
注
ぐ
五
九
・
八

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
河
川
で
あ
る
。
洪
水
な
ど
水
害
が
多
く「
坂
東
太
郎
」

と
も
呼
ば
れ
た
利
根
川
の
治
水
対
策
と
し
て
水
路
の
変
更
が
行
わ
れ
、
生

れ
た
の
が
江
戸
川
で
あ
る
。
江
戸
川
と
い
う
呼
び
名
は
江
戸
へ
の
水
路
と

い
う
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
3

1

1

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
、
低
水
工
事
の
た
め
利
根
川
改
修
計
画
が

立
案
さ
れ
た
。
低
水
工
事
と
は
舟
運
の
た
め
河
底
を
掘く

っ

削さ
く

し
た
り
、
農
業

用
の
取
水
を
容
易
に
す
る
利
水
を
目
的
と
し
た
工
事
の
こ
と
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
低
水
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
一
八
九
〇
年
、
一
八
九
六
年
に
利

根
川
水
系
の
洪
水
被
害
が
出
て
、
低
水
工
事
で
は
な
く
高
水
工
事
へ
の
要

望
が
高
ま
っ
た
。
高
水
工
事
と
は
水
害
防
止
の
た
め
の
堤
防
を
建
設
す
る

工
事
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
一
八
九
六
年
に
河
川
法
が
制
定
さ
れ
、
国

土
保
全
の
立
場
か
ら
、
国
が
河
川
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
河
川
改
修

工
事
も
利
水
で
は
な
く
治
水
工
事
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
八
月
に
二
つ
の
台
風
が
相
次
い
で
襲
来
し
、

関
東
各
地
は
未み

曾ぞ

有う

の
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
八
月
九
日
か
ら
十
二
日
ま

で
の
間
に
山
岳
部
で
三
〇
〇
〜
七
〇
〇
ミ
リ
、
平
野
部
で
も
二
〇
〇
〜
五

〇
〇
ミ
リ
の
降
雨
が
あ
り
関
東
地
方
の
多
く
の
河
川
が
氾
濫
し
た
。
利
根

川
水
系
は
八
月
十
一
日
過
ぎ
、
権ご

ん

現げ
ん

堂ど
う

川が
わ

な
ど
で
堤
防
が
決
壊
、
利
根
川

の
氾
濫
面
積
は
一
八
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
、
荒
川
の
氾
濫
も
あ
り
東
京

府
で
は
家
屋
の
流
失
・
損
壊
が
二
万
七
五
九
四
戸
に
お
よ
び
、
明
治
年
間

最
大
の
被
害
と
な
っ
た
。
こ
の
洪
水
被
害
を
受
け
て
、
治
水
対
策
を
基
軸

と
し
た
利
根
川
改
修
計
画
が
立
案
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
江
戸
川
の
改
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利

根

川

鬼

怒

川

小

貝

川

修
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
改
修
計
画
の
主
要
な
内
容
は
、
関
宿
水
閘
門
・

高
水
路
床と

こ

固が
た
め

新
設
と
江
戸
川
棒
出
し
の
撤
去
、
権
現
堂
川
の
締
切
り
、

関
宿
〜
野
田
間
の
大
規
模
な
引
堤
と
堤
防
拡
張
、
野
田
〜
松
戸
間
の
河
道

整
正
・
低
水
路
付
替
・
庄
内
古
川
の
分
離
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に

行
徳
よ
り
下
流
の
放
水
路
の
開
削
が
計
画
さ
れ
た
。

一
九
一
一
年
に
は
江
戸
川
の
流
量
を
増
や
す
た
め
、
川
幅
の
拡
張
工
事

が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
行
徳
付
近
か
ら
河
口
ま
で
の
区
間
が
蛇
行
し
て

い
る
う
え
に
川
の
両
岸
は
既
に
民
家
が
多
く
建
っ
て
お
り
、
川
幅
の
拡
張

工
事
が
行
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
従
来
の
江
戸
川
の
行
徳
下
流
の
九
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
新
た
に
行
徳
（
大
和
田
）
附
近
か
ら
東

京
湾
へ
向
け
て
直
線
状
の
延
長
三
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
放
水
路
の
開か

い

鑿さ
く

が
計
画
さ
れ
た
。
放
水
路
は
川
幅
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
平
均
掘
削
は
一
・

二
メ
ー
ト
ル
、
堤
防
の
高
さ
は
平
均
四
メ
ー
ト
ル
と
し
た
。
こ
の
放
水
路

建
設
の
た
め
行
徳
町
の
河
原
、
大
和
田
、
妙
典
、
田
尻
、
高
谷
の
一
六
〇

町
歩
の
用
地
が
買
収
さ
れ
、
と
く
に
大
和
田
集
落
は
全
戸
が
放
水
路
の
川

底
と
な
る
た
め
、
甲

か
ぶ
と

神
社
周
辺
に
移
転
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
二
月
か
ら
放
水
路
の
床
固
工
事
が
開
始
さ
れ

た
。
床
固
と
は
河
底
の
浸
食
を
防
ぎ
、
河
川
の
形
を
維
持
す
る
た
め
に
川

の
中
を
横
断
し
て
設
置
す
る
高
さ
の
低
い
堤
防
の
こ
と
で
あ
る
。
行
徳
床

固
は
江
戸
川
放
水
路
開
鑿
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
よ
り
海
に
至
る
距
離
が
短

縮
さ
れ
た
た
め
、
水
面
が
急
勾
配
に
な
り
、
放
水
路
敷
の
洗せ

ん

掘く
つ

（
流
水
に

（『図録江戸川誕生物語』〔2002年〕より作成）

〔3-1-1〕利根川水系図
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よ
っ
て
河
床
が
洗
い
流
さ
れ
る
こ
と
）
防
止
の
た
め
設
置
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

行
徳
床
固
は
、
幅
一
八
メ
ー
ト
ル
、
延
長
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
石
張
り

造
り
、
水
叩
き
（
流
水
に
よ
る
洗
掘
を
防
ぐ
た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
）

と
し
て
幅
七
・
三
メ
ー
ト
ル
の
沈ち

ん

床し
ょ
う
を
入
れ
、
土
台
工
事
を
行
っ
た
。

床
固
の
中
央
、
低
水
路
に
あ
た
る
部
分
は
幅
九
一
メ
ー
ト
ル
と
一
段
低
く

し
、
そ
の
両
岸
に
沿
っ
て
長
さ
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
の
石
張
り
護
岸
と
し
た
。

江
戸
川
放
水
路
は
、
一
九
一
六
年
に
工
事
に
着
手
し
、
一
九
二
〇
年
に
竣

工
を
迎
え
た
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
川
放
水
路
は
、
利
根
川
水
系
の
水
害
を

防
ぐ
た
め
、
そ
の
治
水
対
策
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

放
水
路
建
設
に
よ
っ
て
大
和
田
地
域
・
稲と

う

荷か

木ぎ

地
域
は
集
落
が
分
断
さ

れ
る
た
め
、
行
徳
床
固
の
下
流
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
幅
六
メ
ー

ト
ル
、
全
長
四
〇
八
メ
ー
ト
ル
の
行
徳
橋
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

工
事
は
一
九
一
八
年
九
月
に
着
手
さ
れ
、
一
九
二
二
年
三
月
に
完
成
し
た
。

橋
の
工
事
費
用
は
国
で
は
な
く
千
葉
県
が
負
担
し
た
。

ま
た
当
初
、
江
戸
川
本
川
と
放
水
路
の
分
岐
点
に
洗
堰
と
閘
門
を
設
置

す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
調
査
を
し
た
結
果
、

閘
門
の
建
設
を
中
止
し
、
想
定
さ
れ
る
洪
水
量
毎
秒
二
二
二
四
ト
ン
は
、

江
戸
川
本
川
に
八
三
四
ト
ン
、
放
水
路
に
一
三
九
〇
ト
ン
を
放
流
す
る
こ

と
に
し
た
。
そ
の
た
め
、放
水
路
の
入
口
の
床
固
中
央
部
は
一
・
五
尺
（
四

五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
引
き
下
げ
ら
れ
、
五
・
五
尺
（
一
メ
ー
ト
ル

六
七
セ
ン
チ
）
と
な
っ
た
。

関
東
大
震
災
後
、
建
設
用
材
と
し
て
川
砂
の
需
要
が
激
増
し
、
松
戸
か

ら
河
口
ま
で
の
江
戸
川
で
多
量
の
川
砂
の
採
取
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
一

九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
、
国
府
台
下
付
近
の
岩
礁
を
掘
り
下
げ
た
の
で
江

戸
川
の
河
底
は
低
下
し
た
。
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）・
一
九
一
二
年
と

一
九
三
二
（
昭
和
七
）・
一
九
三
三
年
を
比
べ
る
と
、
市
川
〜
松
戸
間
で

は
一
〜
二
メ
ー
ト
ル
、
市
川
〜
河
口
間
で
は
二
〜
三
メ
ー
ト
ル
河
床
が
低

下
し
て
い
る
。

江
戸
川
に
お
け
る
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
以
前
の
一
〇
年
間
の
平

均
水
位
と
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
〜
一
九
三
二
年
の
平
均
水
位
を
比
べ
る

と
松
戸
で
〇
・
三
七
メ
ー
ト
ル
、
行
徳
で
〇
・
一
二
メ
ー
ト
ル
低
下
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
川
の
海
水
の
感
潮
区
域
は
、
一
八
八
〇
（
明

治
二
三
）
年
で
は
市
川
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に

は
松
戸
で
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
の
干
満
差
を
示
し
た
。

こ
の
結
果
、
渇
水
時
、
海
水
の
遡そ

上じ
ょ
う
で
下
流
部
の
耕
地
は
米
作
に
被

害
を
生
じ
た
。
一
九
三
三
年
に
は
収
穫
皆
無
・
減
収
の
田
地
は
一
七
〇
〇

町
歩
（
一
六
八
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
達
し
、
沿
岸
民
は
潮
止
め
工
事
の
陳

情
を
繰
り
返
し
た
。
ま
た
当
時
、
江
戸
川
の
灌か

ん

漑が
い

用
水
は
三
府
県
で
一
万

二
〇
〇
〇
町
歩
（
約
一
万
一
八
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
供
給
さ
れ
て
い
た
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〔3-1-2〕江戸川放水路

が
、
水
位
の
低
下
に
よ
り
揚
水
機
設
置
の
必
要
も
出
て
き
た
。

江
戸
川
の
水
は
行
徳
・
南
行
徳
・
浦
安
の
三
五
六
〇
戸
、
東
京
市
江
戸

川
区
の
四
一
二
九
戸
で
飲
料
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
水
位
の
低
下

は
、
飲
料
水
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
金
町
浄
水
場
は
一
九
三
一
年
、
お
よ

び
一
九
三
三
年
、
渇
水
時
に
取
水
困
難
と
い
う
事
態
に
遭
遇
し
た
。
そ
の

た
め
東
京
市
の
江
戸
川
水
道
は
水
道
水
の
取
り
入
れ
口
を
金
町
浄
水
場
か

ら
、
七
キ
ロ
上
流
の
八
木
郷
村
（
現
・
野
田
市
八
木
郷
）
地
先
に
変
更
す

る
計
画
を
検
討
し
て
い
た
。

他
に
も
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。
工
業
用
水
が
給
水
さ
れ
て
い

た
醤
油
・
清
酒
の
醸
造
工
場
、
製
紙
、
製
氷
工
場
な
ど
一
八
工
場
も
水
不

足
と
な
り
、
ま
た
江
戸
川
で
の
水
運
も
渇
水
の
た
め
、
運
航
に
障
害
が
生

じ
て
い
た
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
し
一
九
三
五
年
、
内
務
省
、
東
京
府
、
千
葉
県
、

埼
玉
県
、
東
京
市
に
よ
っ
て
江
戸
川
水
利
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
江
戸
川

の
渇
水
時
に
お
け
る
水
位
、
流
量
の
調
整
、
塩
水
の
遡
上
防
止
の
目
的
で

江
戸
川
本
川
と
放
水
路
の
分
岐
点
に
水
門
五
連
と
閘
門
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
水
門
は
通
常
は
開
放
さ
れ
て
い
る
が
、
異
常
渇
水
時
に
門
扉

を
調
節
す
る
こ
と
に
よ
り
水
位
を
二
・
一
二
メ
ー
ト
ル
（
七
尺
）
に
湛た

ん

水す
い

し
た
。
上
流
の
樋ひ

管か
ん

な
ど
の
取
水
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
、
海
水
の
遡

上
を
防
ぎ
、
上
水
な
ど
を
確
保
す
る
と
い
う
潮
止
め
も
目
的
と
し
て
い
た
。

ま
た
、
水
門
閉
鎖
時
に
舟
運
に
支
障
が
な
い
よ
う
閘
門
が
機
能
す
る
仕
組
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み
に
な
っ
て
い
た
。

東
京
市
の
水
道
拡
張
計
画
は
緊
急
性
を
要
し
て
い
た
た
め
、
水
門
･
閘

門
の
建
設
費
は
全
額
東
京
市
が
負
担
し
た
。
工
事
は
東
京
市
か
ら
の
委
託

を
受
け
て
内
務
省
が
行
う
と
い
う
異
例
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

篠
崎
の
水
閘
門
工
事
は
一
九
三
六
年
六
月
に
開
始
さ
れ
た
。
洪
水
時
毎

秒
一
〇
〇
〇
ト
ン
の
分
流
調
整
、
渇
水
時
に
は
塩
分
遡
上
防
止
と
湧
水
の

貯
水
、
用
水
を
適
切
に
管
理
す
る
目
的
で
、
水
閘
門
は
旧
江
戸
川
河
口
よ

り
九
・
三
キ
ロ
の
地
点
に
建
設
さ
れ
、
一
九
四
三
年
に
完
成
し
た
。

3

1

3

ま
た
、
放
水
路
は
上
流
か
ら
の
土
砂
の
た
め
河
床
が
埋
ま
っ
て
お
り
、

流
水
量
を
確
保
す
る
た
め
、
堆
積
土
砂
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

を
行
っ
た
。
さ
ら
に
放

水
路
の
入
口
は
湛
水
の
た
め
七
尺
の
高
さ
の
床
固
の
か
さ
上
げ
を
行
う
目

的
で
一
九
四
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
行
徳
床
固
改
造
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
。

2

行
徳
可
動
堰
の
建
設
と
改
修
計
画

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
九
月
、
利
根
川
水
系
の
大
洪
水
で
は
、
関

宿
で
計
画
高
水
位
を
一
・
五
二
メ
ー
ト
ル
も
超
え
、
各
地
で
堤
防
が
危
機

に
さ
ら
さ
れ
た
。

内
務
省
東
京
土
木
出
張
所
は
、
こ
の
洪
水
に
つ
い
て
、『
利
根
川
及
江

〔3-1-3〕江戸川水閘門
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戸
川
未
曾
有
の
大
洪
水
』
と
い
う
小
冊
子
を
発
行
し
、「
今
回
の
大
高
水

は
既
往
の
最
大
高
水
と
し
て
驚
異
の
的
と
せ
ら
れ
た
る
、
明
治
四
十
三
年

の
水
位
よ
り
更
に
遙
か
に
高
く
、
栗
橋
に
於
て
計
画
高
水
位
以
上
一
・
六

六
米
を
示
せ
る
が
如
き
最
高
記
録
を
作
」
っ
た
と
報
じ
た
。

さ
ら
に
、
一
九
三
七
年
、
三
八
年
と
立
て
続
け
に
利
根
川
水
系
に
大
洪

水
が
発
生
し
た
た
め
、
計
画
流
量
を
改
訂
し
、
一
九
三
九
年
か
ら
江
戸
川

に
流
す
水
量
の
「
江
戸
川
増
補
」
計
画
を
立
て
た
。
関
宿
流
頭
部
か
ら
毎

秒
三
〇
〇
〇
ト
ン
、
派
川
利
根
川
（
利
根
運
河
）
か
ら
毎
秒
五
〇
〇
ト
ン

の
水
を
流
す
こ
と
に
し
て
、
江
戸
川
の
計
画
高
水
流
量
を
毎
秒
三
五
〇
〇

ト
ン
と
し
、
う
ち
一
〇
〇
〇
ト
ン
は
旧
江
戸
川
へ
、
二
五
〇
〇
ト
ン
は
江

戸
川
放
水
路
へ
流
す
計
画
を
立
て
た
。
こ
の
た
め
在
来
の
堤
防
の
か
さ
上

げ
と
川
底
の
掘
削
工
事
を
行
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
よ
り
江

戸
川
改
修
事
業
は
計
画
全
体
の
四
％
程
度
し
か
進
ま
な
か
っ
た
。

敗
戦
後
の
一
九
四
七
年
九
月
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
カ
ス
リ

ー
ン
台
風
が
発
生
し
、
こ
の
被
害
に
対
応
す
る
た
め
に
利
根
川
水
系
の
計

画
水
量
が
再
度
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
四
九
年
に
「
利
根
川

改
訂
改
修
計
画
」
が
立
て
ら
れ
、
江
戸
川
放
水
路
の
流
下
量
は
毎
秒
二
五

〇
〇
ト
ン
か
ら
四
五
〇
〇
ト
ン
に
増
大
し
た
。
放
水
路
の
流
下
能
力
を
増

大
さ
せ
る
た
め
床
固
の
撤
去
が
計
画
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
下
流
に
設
置
さ
れ

て
い
た
行
徳
橋
を
可
動
堰
と
一
体
化
す
る
工
事
も
計
画
さ
れ
た
。

江
戸
川
改
修
工
事
の
促
進
は
、
利
根
川
全
体
の
改
修
計
画
の
な
か
で
早

期
に
効
果
が
期
待
で
き
る
個
所
と
し
て
、
ま
た
首
都
東
京
を
水
害
か
ら
守

る
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
五
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
の
「
見
返
り
資
金
」
を
充

当
し
て
行
わ
れ
た
。「
見
返
り
資
金
」
と
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
一

九
四
九
年
か
ら
一
九
五
三
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
へ
の
援
助
資

金
と
同
額
の
資
金
を
特
別
に
積
み
立
て
、
日
本
経
済
再
建
の
た
め
に
運
用

さ
れ
た
財
政
資
金
で
、
河
川
、
道
路
な
ど
の
公
共
事
業
に
使
わ
れ
た
。

江
戸
川
改
修
工
事
は
、
流
頭
部
か
ら
毎
秒
五
〇
〇
〇
ト
ン
、
派
川
利
根

川
（
利
根
運
河
）
か
ら
五
〇
〇
ト
ン
、
計
五
五
〇
〇
ト
ン
の
流
量
を
想
定

し
て
、
そ
れ
を
旧
江
戸
川
へ
一
〇
〇
〇
ト
ン
、
放
水
路
へ
四
五
〇
〇
ト
ン

流
す
計
画
と
し
た
。

こ
の
た
め
、
関
宿
流
頭
部
の
形
状
変
更
、
関
宿
水
閘
門
改
築
、
河
口
部

の
浚
渫
に
と
も
な
う
行
徳
床
固
の
改
築
な
ど
の
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
河
口
部
に
つ
い
て
は
、
放
水
路
へ
の
流
量
が
四
五
〇
〇
ト
ン
に

増
大
し
た
結
果
、
浚
渫
に
よ
る
河か

積せ
き

の
増
大
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
、
行

徳
床
固
を
撤
去
し
、
新
た
に
可
動
堰せ

き

を
設
置
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
放
水

路
の
堰
は
固
定
堰
で
あ
っ
た
た
め
、
台
風
な
ど
の
洪
水
時
の
流
下
量
増
大

に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
固
定
堰
を
撤
去
し
て
可

動
堰
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
可
動
堰
と
は
文
字
通
り
、

通
常
は
ゲ
ー
ト
を
閉
め
て
い
る
が
、
緊
急
時
に
は
ゲ
ー
ト
を
開
け
て
水
を

流
す
装
置
で
あ
る
。
行
徳
可
動
堰
は
一
九
五
〇
年
十
二
月
に
着
工
し
、
七

年
後
の
一
九
五
七
年
三
月
に
三
〇
メ
ー
ト
ル
三
連
の
可
動
堰
と
川
の
両
側
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〔3-1-4〕行徳橋

合
わ
せ
て
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
堰
が
完
成
し
た
。
さ
ら
に
一
九
五
九
年
九

月
の
伊
勢
湾
台
風
を
契
機
と
し
て
河
口
か
ら
可
動
堰
に
至
る
三
三
〇
〇
メ

ー
ト
ル
に
つ
い
て
も
高
潮
堤
防
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

可
動
堰
の
建
設
は
、
利
水
上
で
は
、
海
水
の
遡
上
を
防
止
し
、
上
流
で

の
塩
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
、
江
戸
川
水
閘
門
と
連
動
し
て
渇
水
時
で
も

水
位
を
保
ち
取
水
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
東
京
都
と
千
葉
県
の
工
業
用
水

や
約
七
六
〇
万
人
分
の
上
水
道
水
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ま

た
治
水
上
で
は
、
洪
水
時
に
ゲ
ー
ト
を
開
放
し
て
放
水
路
に
大
量
の
水
を

流
す
こ
と
に
よ
っ
て
周
辺
で
の
河
川
の
氾
濫
を
防
止
す
る
、
と
い
う
意
図

の
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

可
動
式
の
水
門
の
操
作
は
江
戸
川
工
事
事
務
所
篠
崎
出
張
所
で
行
わ
れ

た
。
可
動
堰
は
一
九
五
八
年
九
月
の
台
風
二
一
号
の
時
に
は
じ
め
て
水
門

が
開
け
ら
れ
た
。
水
門
が
開
け
ら
れ
た
の
は
こ
の
年
二
回
、
翌
五
九
年
に

二
回
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
五
八
年
か
ら
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年

ま
で
の
四
六
年
間
で
も
三
〇
回
開
け
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
可

動
堰
と
い
う
も
の
の
、
一
年
半
に
一
回
程
度
可
動
す
る
だ
け
の
、
実
質
的

に
は
固
定
堰
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

ま
た
堰
下
流
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
行
徳
橋
は
延
長
四
二
二
メ
ー
ト
ル
、

幅
七
メ
ー
ト
ル
の
道
路
と
し
て
可
動
堰
の
上
部
に
一
体
化
し
て
つ
く
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
3

1

4

な
お
、
可
動
堰
が
建
設
さ
れ
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
の
河
川
法
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〔3-1-5〕行徳可動堰懇談会の会合開催を伝える記事
（『朝日新聞』2002年1月26日付）

ま
た
可
動
堰
に
付
設
さ
れ
て
い
る
行
徳
橋
も
、
橋
の
歩
道
部
分
が
狭
く
、

可
動
堰
の
新
設
に
伴
っ
て
拡
幅
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。

一
九
八
〇
年
、
新
た
な
洪
水
対
策
と
し
て
利
根
川
計
画
高
水
流
量
の
改

訂
が
行
わ
れ
、
洪
水
対
策
施
設
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
建
設
省
は
、
当
時
の
可
動
堰
が
毎
秒
四
五
〇
〇
ト
ン
し
か
放
流
で

き
な
い
た
め
、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
（
一
九
五
二
年
）
ク
ラ
ス
の
洪
水
を
想

定
し
て
毎
秒
七
〇
〇
〇
ト
ン
を
放
水
路
に
流
す
こ
と
を
検
討
し
た
。

改
正
に
伴
い
可
動
堰
か
ら
河
口
ま
で
の
区
間
が
江
戸
川
放
水
路
か
ら
江
戸

川
に
な
り
、
水
閘
門
の
あ
る
江
戸
川
は
旧
江
戸
川
と
名
前
が
変
わ
っ
た
。

し
か
し
、
可
動
堰
の
あ
る
江
戸
川
放
水
路
は
実
質
的
に
川
の
機
能
は
果
た

し
て
お
ら
ず
、
可
動
堰
よ
り
河
口
側
は
海
の
入
江
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
行
徳
可
動
堰
は
堰
周
辺
の
地
盤
沈
下
の
た
め
、
一
九
七
五
年

か
ら
一
九
七
七
年
に
か
け
て
ゲ
ー
ト
の
か
さ
上
げ
工
事
が
行
わ
れ
た
が
、

老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
可
動
堰
の
改
修
も
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
可
動
堰
は
、
現
状
の
構
造
か
ら
川
幅
が
狭
く
な
っ
て
い

る
た
め
、
上
流
で
の
水
位
の
上
昇
の
危
険
が
指
摘
さ
れ
、
現
在

の
可
動
堰
の
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
上
流
に
可
動
堰
を
新
設
す
る
と

い
う
提
案
が
建
設
省
か
ら
出
さ
れ
た
。

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
、
行
徳
可
動
堰
の
改
修
問
題
を

話
し
合
う
「
行
徳
可
動
堰
懇
談
会
」
が
発
足
し
た
。
懇
談
会
の

委
員
は
自
然
保
護
団
体
、
行
政
（
市
川
市
な
ど
）、
河
川
利
用

者
（
釣
り
船
な
ど
）、周
辺
自
治
会
長
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。

懇
談
会
の
設
置
は
、
一
九
七
七
年
に
改
正
さ
れ
た
河
川
法
第

一
六
条
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
千
葉
県
知
事

が
河
川
整
備
計
画
の
策
定
・
変
更
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
来

は
国
が
可
動
堰
改
修
・
新
設
の
計
画
を
立
て
、
そ
れ
を
実
行
に

移
す
と
い
う
流
れ
だ
っ
た
が
、
行
徳
可
動
堰
懇
談
会
が
設
置
さ

朝日新聞社に無断で転載することを禁じる（承諾番号26-1293）
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れ
た
こ
と
に
よ
り
、
計
画
段
階
で
の
市
民
の
参
加
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
江
戸
川
の
河
川
改
修
工
事
に
影
響
を
与
え
た
。
懇
談
会
の

設
置
は
施
策
実
現
に
と
っ
て
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
河
川
行
政
は
新

た
な
段
階
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

行
徳
可
動
堰
懇
談
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
江
戸
川
改
修
工
事
に
よ
っ
て
、

河
川
周
辺
に
起
き
た
環
境
の
改
変
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
行
徳
可
動
堰

懇
談
会
の
三
回
目
の
会
合
で
は
、
建
設
省
が
可
動
堰
の
設
置
位
置
に
つ
い

て
上
流
、
現
在
地
、
下
流
の
三
案
を
提
示
し
、
堰
周
辺
の
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト

ン
ボ
（
市
川
市
の
天
然
記
念
物
、
環
境
庁
の
絶
滅
危
惧
種
）
の
生
息
地
や

干
潟
環
境
を
ど
う
保
全
し
て
い
く
か
が
議
論
と
な
っ
た
。
新
た
な
可
動
堰

の
設
置
は
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ
や
ト
ビ
ハ
ゼ
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
建
設

省
は
「
保
全
の
た
め
最
大
限
の
努
力
を
す
る
」（『
市
川
市
議
会
定
例
会
会

議
録

平
成
一
三
年
九
月
』）
こ
と
を
明
言
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
懇
談
会
で
新
堰
建
設
の
問
題
を
議
論
し
て
い
る
最
中
の
二

〇
〇
六
年
に
七
〇
〇
〇
ト
ン
の
放
水
路
放
流
計
画
が
見
直
さ
れ
、
旧
江
戸

川
へ
一
〇
〇
〇
ト
ン
放
流
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
放
水
路
へ
は
六
〇

〇
〇
ト
ン
の
放
流
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
新
堰
の
建
設

は
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
可
動
堰
の
位
置
で
の
改
修
工
事
が

二
〇
一
〇
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
に
ゲ
ー
ト
設
備
の
更
新
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
堤
防
整
備
と
併
せ
て
行
徳
橋
の
架
け
替
え
工
事
も
二
〇

一
四
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。

3

千
葉
県
営
水
道
と
葛
南
工
業
用
水
道
の
建
設

昭
和
の
初
め
頃
、
市
川
・
行
徳
地
域
の
飲
料
水
は
水
質
・
水
量
の
両
面

で
問
題
が
あ
っ
た
。『
千
葉
県
営
水
道
史
』
に
は
、「
そ
の
時
代
、
江
戸
川

沿
岸
地
帯
で
は
、
市
川
、
行
徳
、
浦
安
方
面
は
飲
料
水
に
困
り
ぬ
い
て
い

ま
し
た
。
と
く
に
行
徳
、
浦
安
で
は
江
戸
川
上
流
の
河
水
を
そ
の
ま
ま
飲

料
用
と
し
て
買
っ
て
い
た
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
コ
レ
ラ
患
者
が
出
た
と

き
は
住
民
は
戦
々
恐
々
た
る
あ
り
さ
ま
で
し
た
。
市
川
で
は
一
部
に
茶
に

適
す
る
水
の
湧
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
般
に
は
湯
に
沸

か
し
て
番
茶
に
し
な
い
と
臭
気
が
あ
っ
て
飲
め
な
い
ほ
ど
で
し
た
。」
と

当
時
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、
内
務
省
河

川
課
長
を
務
め
た
岡
田
文
秀
が
千
葉
県
知
事
に
就
任
す
る
と
、
江
戸
川
沿

岸
地
域
の
開
発
を
企
画
し
、
そ
の
基
礎
的
施
設
と
し
て
県
営
上
水
道
計
画

を
立
て
た
。
翌
一
九
三
三
年
、
市
川
町
・
八
幡
町
・
中
山
町
・
行
徳
町
・

南
行
徳
村
な
ど
一
三
の
市
町
村
の
同
意
を
得
て
、知
事
を
会
長
と
す
る「
臨

時
千
葉
県
江
戸
川
沿
岸
地
方
施
設
調
査
会
」
を
設
置
し
、
県
営
水
道
の
建

設
の
答
申
を
受
け
た
。
こ
れ
を
受
け
て
江
戸
川
に
お
け
る
県
営
水
道
建
設

問
題
を
議
す
る
た
め
臨
時
県
議
会
が
開
催
さ
れ
、
①
江
戸
川
の
水
は
相
当

汚
染
さ
れ
て
い
る
う
え
、
人
口
、
工
場
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
が
、
将

来
の
取
水
に
は
水
質
的
に
安
全
で
あ
る
か
、
②
江
戸
川
は
従
来
か
ら
東
京
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市
が
独
占
的
に
使
用
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
取
水
は
果
た
し
て

可
能
で
あ
る
か（『
千
葉
県
営
水
道
史
』）、
な
ど
の
問
題
が
審
議
さ
れ
た
。

そ
し
て
事
業
費
三
五
〇
万
円
を
全
額
県
債
で
ま
か
な
う
こ
と
に
し
て
満
場

一
致
で
県
営
水
道
建
設
計
画
が
可
決
さ
れ
た
。

県
議
会
で
審
議
さ
れ
た
「
東
京
市
の
独
占
的
使
用
」
と
は
、
小
松
川
町

な
ど
東
京
府
一
二
か
町
村
が
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
十
二
月
「
東
京
府

江
戸
川
上
水
町
村
組
合
」
を
結
成
し
、
江
戸
川
常
磐
線
鉄
橋
下
下
流
に
取

水
口
を
設
置
し
、
南
葛
飾
郡
金
町
村
に
浄
水
場
を
開
設
す
る
こ
と
を
決
め
、

一
九
二
六
年
十
月
、
四
五
万
人
分
の
水
道
水
を
供
給
す
る
施
設
が
完
成
し

て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
「
東
京
市
の
独
占
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
東
京
市

側
は
地
元
町
村
が
主
体
と
な
り
、
自
ら
運
動
し
て
江
戸
川
か
ら
の
取
水
に

よ
る
上
水
道
の
建
設
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

江
戸
川
の
水
と
千
葉
の
地
下
水
を
上
水
道
と
し
て
使
用
す
る
千
葉
県
営

水
道
の
建
設
計
画
は
、
一
九
三
四
年
三
月
に
内
務
省
か
ら
認
可
さ
れ
た
。

認
可
さ
れ
た
千
葉
県
営
水
道
の
概
要
を
江
戸
川
水
源
を
中
心
に
み
て
み
よ

う
。

①
計
画
目
標
年
度
は
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
で
、
両
水
源
に
よ
る
計

画
給
水
地
域
は
千
葉
市
、
松
戸
町
、
市
川
町
、
八
幡
町
、
中
山
町
、
葛

飾
町
、
船
橋
町
、
津
田
沼
町
、
幕
張
町
、
検
見
川
町
、
行
徳
町
、
南
行

徳
村
、
浦
安
町
の
一
市
一
二
町
村

②
計
画
給
水
人
口
は
二
五
万
人
（
う
ち
、
江
戸
川
水
源
分
は
一
八
万
人
）

と
し
、
一
人
一
日
平
均
給
水
量
は
一
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
、
一
日
最
大
給
水

量
を
三
万
七
五
〇
〇
ト
ン
（
う
ち
、
江
戸
川
水
源
分
は
二
万
七
〇
〇
〇

ト
ン
）
と
想
定

③
水
道
使
用
料
は
一
戸
一
か
月
一
〇
ト
ン
ま
で
は
一
円
三
〇
銭
、
以
下
五

〇
ト
ン
、
二
〇
〇
ト
ン
、
五
〇
〇
ト
ン
、
五
〇
〇
超
ト
ン
と
区
分
し
料

金
を
設
定

④
江
戸
川
表
流
水
を
水
源
と
し
て
、
東
葛
飾
郡
松
戸
町
地
内
葛
飾
橋
の
上

流
約
一
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
取
水
口
を
設
け
、
取
水
塔
は
江
戸

川
左
岸
堤
防
よ
り
四
〇
メ
ー
ト
ル
川
中
に
一
八
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
塔

を
建
造

⑤
取
水
地
点
（
松
戸
町
伝
兵
衛
新
田
）
か
ら
約
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
場

所
に
古
ヶ
崎
浄
水
場
3

1

6
を
設
置
し
、
濾
過
法
に
よ
っ
て
飲

料
水
と
し
、
安
全
を
期
し
て
塩
素
滅
菌
な
ど
を
施
す

古
ヶ
崎
浄
水
場
か
ら
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
松
戸
市
栗
山
に
設
け

ら
れ
た
配
水
塔
3

1

7
に
よ
っ
て
市
川
町
な
ど
へ
給
水

⑥
江
戸
川
水
源
の
配
水
幹
線
は
松
戸
町
よ
り
市
川
町
を
経
て
検
見
川
町
に

至
る
千
葉
系
統
の
幹
線
と
、
八
幡
町
に
お
い
て
分
岐
し
行
徳
町
を
経
て

浦
安
町
に
至
る
二
つ
の
幹
線
を
設
置

こ
う
し
た
計
画
に
沿
っ
て
上
水
道
建
設
工
事
が
行
わ
れ
、
古
ヶ
崎
浄
水

場
は
一
九
三
九
年
に
は
日
量
二
万
七
〇
〇
〇
ト
ン
規
模
の
浄
水
施
設
を
完

成
さ
せ
て
、
翌
一
九
四
〇
年
五
月
か
ら
市
川
市
、
松
戸
市
、
浦
安
町
、
船
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〔3-1-6〕古ヶ崎浄水場（松戸市）

橋
市
の
ほ
か
、
東
京
の
一
部
へ
も
給
水
を
開
始
し
た
。

市
川
市
域
へ
の
水
道
建
設
は
千
葉
県
知
事
主
導
の
も
と
に
実
現
し
た
の

で
あ
る
。

江
戸
川
か
ら
工
業
用
水
を
く
み
上
げ
て
き
た
千
葉
県
の
企
業
は
キ
ッ
コ

ー
マ
ン
流
山
製
造
部
（
一
九
二
五
年
か
ら
取
水
）、
メ
ル
シ
ャ
ン
ワ
イ
ン

流
山
工
場
（
一
九
六
三
年
か
ら
取
水
、
二
〇
〇
三
年
取
水
中
止
）、
そ
し

て
市
川
市
域
で
は
北
越
製
紙
関
東
工
場（
大
洲
）
が
一
九
二
〇（
大
正
九
）

年
日
量
四
万
ト
ン
の
取
水
を
開
始
し
、
市
川
毛
織
市
川
事
業
所
も
取
水
し

て
い
た
が
、
工
場
の
市
外
へ
の
移
転
に
伴
い
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年

に
は
取
水
中
止
と
な
っ
て
い
る
。

工
業
用
水
は
、
こ
う
し
た
個
々
の
企
業
に
よ
る
取
水
の
ほ
か
、
千
葉
県

に
よ
る
葛
南
地
区
工
業
用
水
道
に
よ
る
取
水
が
一
九
七
〇
年
か
ら
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
臨
海
部
の
工
業
化
に
と
も
な
う
工
業
用
水
を
江
戸
川

が
供
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

千
葉
県
企
業
局
に
よ
る
江
戸
川
か
ら
の
工
業
用
水
道
建
設
に
至
る
経
緯

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
三
〇
年
代
に
市
川
市
、
船
橋
市
が
臨
海
部
を
埋
立
て
、
埋
立
地
に

工
場
誘
致
を
図
っ
た
。
進
出
し
て
き
た
工
場
は
工
業
用
水
と
し
て
地
下
水

を
く
み
上
げ
た
。
通
産
省
の
一
九
六
五
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
臨
海
部
に
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〔3-1-7〕栗山配水塔

立
地
す
る
市
川
地
区
の
工
場
で
は
井
戸
数
八
六
本
、
日
量
約
五
万
四
〇
〇

〇
ト
ン
を
地
下
か
ら
取
水
し
て
い
た
。
地
下
水
の
く
み
上
げ
は
地
盤
沈
下

を
引
き
起
こ
し
た
た
め
、
千
葉
県
と
市
川
市
は
埋
立
地
に
進
出
し
て
き
た

企
業
と
協
定
を
締
結
し
地
盤
沈
下
防
止
に
努
め
た
。
し
か
し
、
地
盤
沈
下

は
収
ま
ら
ず
、
沈
下
の
範
囲
も
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
市
川
市
で
は
一
九
六

三
年
以
降
一
九
六
七
年
ま
で
の
四
年
間
に
以
下
の
よ
う
な
地
盤
沈
下
が
発

生
し
て
い
る
。

行
徳
町
香
取

源
心
寺　
　
　
　
　

四
五
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　

湊
新
田

丸
浜
養
魚
場　
　

四
六
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

高
谷
新
町

埋
立
地
第
二
工
区　
　

五
三
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

二
俣
新
町

埋
立
地
第
二
工
区　
　

三
二
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（『
京
葉
臨
海
工
業
地
帯
の
歩
み

第
三
編

工
業
用
水
』）

行
徳
地
区
の
埋
立
地
で
は
大
半
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
葛
南

地
域
で
は
一
九
六
七
年
五
月
現
在
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
地
域
は
約
一

一
・
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
拡
が
っ
て
い
た
。
一
年
間
に
一
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
か
ら
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
急
激
な
地
盤
沈
下
が
進
行
し
、

住
民
の
生
活
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て

千
葉
県
は
江
戸
川
か
ら
の
引
水
に
よ
る
工
業
用
水
の
供
給
を
計
画
し
、
一

九
六
六
年
に
、
葛
南
地
区
工
業
用
水
道
の
建
設
に
着
手
し
た
。
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〔3-1-8〕大和田取水場と取水口
（葛南工業用水道事務所蔵）

一
九
六
九
年
に
は
市
川
、
船
橋
両
市
の
総
武
線
以
南
で
江
戸
川
と
海
老

川
に
は
さ
ま
れ
た
区
域
が
地
下
水
採
取
の
規
制
を
受
け
る
県
内
最
初
の
地

域
に
指
定
さ
れ
、
翌
一
九
七
〇
年
三
月
に
、
行
徳
地
域
で
は
一
定
規
模
、

用
途
に
よ
る
地
下
水
の
採
取
が
許
可
制
に
な
っ
た
。

一
九
六
八
年
三
月
、
千
葉
県
と
臨
海
部
進
出
企
業
間
で
「
葛
南
地
区
工

業
用
水
道
事
業
に
関
す
る
基
本
協
定
書
」
が
結
ば
れ
た
。
江
戸
川
の
利
水

量
は
全
体
で
毎
秒
三
七
ト
ン
、
そ
の
全
量
に
水
利
権
が
定
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
新
規
に
利
水
す
る
た
め
に
は
利
根
川
の
水
利
権
に
頼
ら
ざ
る
を
得

ず
、
葛
南
地
区
工
業
用
水
は
利
根
川
の
水
利
権
を
使
っ
て
江
戸
川
で
取
水

す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

給
水
予
定
区
域

市
川
市

総
武
線
以
南
で
江
戸
川
放
水
路
以
東

　
　
　
　
　
　
　

船
橋
市

該
当
企
業　
　
　

四
七
社

取
水
地
点　
　
　

江
戸
川
左
岸
筋

給
水
規
模　
　
　

日
量
八
万
ト
ン

給
水
開
始
時　
　

昭
和
四
五
年
四
月

一
九
七
〇
年
十
月
に
一
部
給
水
を
開
始
し
た
葛
南
地
区
工
業
用
水
道
は
、

一
九
七
一
年
四
月
に
全
地
域
に
給
水
を
開
始
し
、
日
量
八
万
ト
ン
の
工
業

用
水
が
臨
海
部
企
業
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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取
水
口
は
市
川
市
大
和
田
五
丁
目
地
先
の
江
戸
川
左
岸
に
設
置
し
た
。

3

1

8

取
水
さ
れ
た
水
は
南
八
幡
浄
水
場
に
送
ら
れ
、
工
業
用
水

と
し
て
処
理
さ
れ
た
水
が
臨
海
部
の
市
川
市
･
船
橋
市
の
工
場
に
配
水
さ

れ
た
。
葛
南
地
区
工
業
用
水
道
の
契
約
企
業
は
一
九
七
五
年
度
に
は
五
三

社
と
な
っ
た
。

葛
南
地
区
工
業
用
水
道
に
よ
っ
て
市
川
市
臨
海
部
の
地
盤
沈
下
は
防
げ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
内
陸
部
も
工
業
用
水
の
地
下
水
く
み
上
げ
に
よ
っ

て
地
盤
沈
下
が
発
生
し
は
じ
め
、
葛
南
地
区
工
業
用
水
道
を
補
完
す
る
も

の
と
し
て
、
一
九
七
二
年
に
東
葛
地
区
工
業
用
水
道
の
建
設
も
始
ま
っ
た
。

一
九
八
一
年
に
日
量
六
万
ト
ン
で
一
部
給
水
が
開
始
さ
れ
、
市
川
市
の
北

部
に
は
一
九
九
〇
年
に
給
水
が
開
始
さ
れ
た
。

葛
南
地
区
工
業
用
水
道
、
そ
し
て
東
葛
地
区
工
業
用
水
道
は
、
進
出
企

業
の
地
下
水
く
み
上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
対
策
と
し
て
建
設
さ
れ
た
点
に

も
、
そ
の
特
徴
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

4

本
州
製
紙
江
戸
川
工
場
「
悪
水
」
放
流
事
件

本
州
製
紙
江
戸
川
工
場
は
東
京
都
江
戸
川
区
篠
崎
に
あ
り
、
工
場
排
水

を
江
戸
川
に
流
し
て
い
た
。
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
三
月
、
日
産
七

〇
ト
ン
の
セ
ミ
ケ
ミ
カ
ル
パ
ル
プ
（
Ｓ
Ｃ
Ｐ
）
製
造
装
置
を
導
入
し
運
転

を
開
始
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
材
料
が
原
木
の

松
か
ら
広
葉
樹
に
変
わ
り
、
亜
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
使
用
す
る
た
め
黒

褐
色
の
廃
水
が
発
生
し
た
。
工
場
側
は
設
備
稼
働
前
か
ら
Ｓ
Ｃ
Ｐ
排
水
に

つ
い
て
数
回
に
わ
た
っ
て
分
析
し
、「
江
戸
川
の
豊
富
な
水
量
で
十
分
希

釈
さ
れ
、
十
数
キ
ロ
下
流
の
沿
岸
漁
場
で
は
全
く
害
が
な
い
」（『
本
州
製

紙
社
史
』）
と
結
論
を
出
し
Ｓ
Ｃ
Ｐ
の
廃
液
を
江
戸
川
に
流
し
た
。

Ｓ
Ｃ
Ｐ
製
造
装
置
導
入
の
翌
月
の
四
月
二
十
三
日
、
工
場
か
ら
排
出
す

る
廃
液
の
た
め
魚
が
獲
れ
な
く
な
り
、
川
の
水
が
黒
く
な
っ
た
こ
と
で
営

業
に
被
害
が
出
た
、
と
東
京
都
江
戸
川
の
投
網
漁
民
が
本
州
製
紙
江
戸
川

工
場
に
押
し
か
け
た
。
こ
れ
に
端
を
発
し
た
本
州
製
紙
事
件
と
も
黒
い
水

事
件
と
も
呼
ば
れ
る
江
戸
川
漁
業
被
害
の
事
件
を
『
日
本
漁
民
闘
争
史
年

表
』
に
拠
っ
て
み
て
い
こ
う
。

五
月
十
二
日
、
浦
安
・
葛
西
の
漁
民
一
〇
人
が
工
場
に
「
水
が
臭
く
て
、

貝
類
に
臭
い
が
つ
け
ば
売
物
に
な
ら
な
い
。
二
千
人
の
漁
民
に
と
っ
て
大

問
題
だ
、
沿
岸
が
汚
濁
し
て
不
漁
と
な
れ
ば
、
他
の
海
面
で
は
漁
業
権
の

関
係
上
操
業
す
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
か
ら
生
活
に
支
障
を
来
た
す
」
と
汚

水
排
出
の
中
止
を
求
め
た
。

五
月
十
四
日
、
江
戸
川
下
流
に
お
い
て
九
〇
％
の
貝
類
が
死
滅
し
た
の

で
、
千
葉
県
水
産
試
験
場
が
工
場
排
水
口
近
く
で
採
取
し
た
廃
水
を
使
っ

て
動
物
実
験
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
採
水
原
液
で
は
フ
ナ
は
即
死
、
廃

水
を
二
分
の
一
に
薄
め
た
と
こ
ろ
フ
ナ
は
一
五
分
後
に
死
滅
、
さ
ら
に
一

〇
分
の
一
に
薄
め
た
と
こ
ろ
五
日
後
に
死
滅
し
た
。
水
質
分
析
の
結
果
Ｐ
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Ｈ
三
・
四
で
酸
性
が
強
く
、
水
質
の
汚
濁
度
を
示
す
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学

的
酸
素
要
求
量
）
値
は
二
八
九
ｐ
ｐ
ｍ
と
極
め
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い

た
。五

月
二
十
三
日
、
千
葉
県
の
浦
安
、
南
行
徳
、
東
京
都
の
葛
西
ほ
か
数

か
所
の
漁
民
が
工
場
と
交
渉
し
た
が
、
工
場
側
は
依
然
と
し
て
廃
液
を
放

出
し
続
け
た
。

五
月
二
十
四
日
、
浦
安
漁
協
を
は
じ
め
と
す
る
八
漁
協
の
漁
民
た
ち
約

一
〇
〇
〇
人
が
工
場
に
乱
入
し
、
警
官
隊
が
出
動
す
る
事
態
に
な
っ
た
。

約
五
〇
名
の
警
官
が
警
備
に
当
た
る
な
か
で
行
わ
れ
た
交
渉
で
は
、
漁
民

側
が
、「
新
ら
し
い
機
械
か
ら
排
出
さ
れ
る
黒
い
毒
水
は
直
ち
に
止
め
よ
」

「
こ
れ
ま
で
の
漁
業
被
害
を
補
償
せ
よ
」
と
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
工

場
側
は
、「（
新
し
い
機
械
を
）
止
め
な
い
と
漁
民
が
帰
ら
な
い
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
一
応
停
止
し
よ
う
」
と
し
、「
補
償
に
つ
い
て
は
重
役
と
相
談

し
て
き
め
る
」
と
回
答
し
た
。
翌
日
か
ら
連
続
し
て
漁
協
関
係
者
と
工
場

側
が
交
渉
を
繰
り
返
し
た
が
、
物
別
れ
に
終
わ
っ
た
。

同
じ
こ
ろ
、
京
葉
工
業
地
帯
開
発
協
会
専
務
の
肩
書
き
を
持
つ
人
物
・

鈴
木
武
が
千
葉
県
側
漁
協
に
対
し
、「
今
回
の
江
戸
川
水
域
の
工
場
排
水

問
題
は
、
京
葉
地
帯
の
開
発
上
重
大
問
題
と
考
え
ま
す
の
で
大
き
な
関
心

を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
つ
い
て
は
、
こ
の
問
題
に
つ
き
皆
さ
ん
の
御
意
見

を
篤
と
拝
聴
の
上
早
急
に
円
満
解
決
を
計
り
度
い
」
と
し
て
、
六
月
四
日

に
市
川
の
料
亭
「
白
藤
」
で
の
会
合
に
参
加
を
願
う
旨
の
要
請
を
行
っ
た
。

こ
の
会
合
に
は
行
徳
、
南
行
徳
漁
協
は
参
加
し
た
が
、
浦
安
漁
協
は
工
場

廃
水
の
問
題
を
協
議
す
る
場
と
し
て
料
亭
で
の
会
合
は
適
切
で
は
な
い
と

し
て
、
出
席
を
拒
否
し
た
。

六
月
八
日
、
鈴
木
武
は
浦
安
漁
協
に
対
し
て
「
白
藤
会
談
」
了
解
事
項

と
し
て
、
被
害
額
に
つ
い
て
は
合
同
調
査
を
行
う
、
工
場
に
廃
水
沈
澱
設

備
を
つ
く
る
、
会
社
側
と
組
合
側
（
各
漁
協
三
人
の
委
員
）、
お
よ
び
都
・

県
・
通
産
局
・
関
係
官
庁
か
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
参
加
を
得
た
調
査
会
を

つ
く
る
な
ど
の
調
停
案
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
浦
安
漁
協
は
沈
澱
池
を

つ
く
る
ま
で
廃
水
を
放
流
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
、
ま
た
調
査
会
の

構
成
が
、
被
害
の
一
番
大
き
い
組
合
（
浦
安
漁
協
）
が
他
の
漁
協
と
同
じ

人
数
で
は
納
得
で
き
な
い
な
ど
と
し
て
、
調
停
案
を
拒
否
し
た
。

六
月
十
日
に
は
漁
民
一
〇
〇
〇
人
が
中
心
に
な
っ
て
浦
安
町
民
大
会
が

開
か
れ
、

一

本
州
製
紙
工
場
は
直
ち
に
、
毒
水
の
放
流
を
停
止
せ
よ

二

損
害
補
償
に
つ
い
て
、
そ
の
損
害
を
調
査
し
、
之
に
基
づ
く
生
活

権
の
補
償
を
要
求
す
る

と
決
議
し
た
。
漁
民
代
表
は
「
六
月
九
日
工
場
は
再
び
放
流
し
始
め
た
。

黒
い
毒
水
の
流
れ
る
限
り
、
わ
れ
わ
れ
は
会
社
と
戦
う
ほ
か
な
い
」
と
し

て
陳
情
団
を
編
成
し
、
バ
ス
一
〇
台
を
連
ね
て
国
会
、
東
京
都
庁
、
本
州

製
紙
本
社
、
江
戸
川
工
場
を
回
る
た
め
に
出
発
し
た
。

江
戸
川
工
場
で
は
、
工
場
は
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
で
、
漁
民
代
表
は
「
わ
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〔3-1-9〕本州製紙と漁民の闘争（1958年）
（浦安市郷土博物館蔵）

れ
わ
れ
は
決
議
文
を
渡
し
に
き
た
の
だ
。
入
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
は
何
事

だ
」
と
叫
ん
で
、
七
〇
〇
人
を
上
回
る
漁
民
が
閉
じ
ら
れ
て
い
た
門
を
乗

り
越
え
工
場
に
な
だ
れ
込
ん
だ
。
機
動
隊
が
出
動
し
大
乱
闘
と
な
り
漁
民

側
は
重
体
一
人
、
重
傷
三
五
人
、
軽
傷
一
〇
八
人
、
検
束
八
人
の
流
血
の

惨
事
と
な
っ
た
。

こ
の
事
件
を
受
け
て
、
六
月
十
三
日
、
参
議
院
決
算
委
員
会
に
漁
民
代

表
と
本
州
製
紙
社
長
が
参
考
人
と
し
て
呼
ば
れ
た
。
水
産
庁
は
六
月
十
四

日
、
被
害
調
査
を
早
急
に
進
め
、
水
質
汚
濁
防
止
法
の
制
定
の
た
め
全
力

を
尽
く
す
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

六
月
十
八
日
に
は
漁
民
の
工
場
乱
入
に
際
し
て
の
機
動
隊
の
導
入
に
関

し
、
警
察
庁
長
官
が
参
議
院
法
務
委
員
会
に
呼
ば
れ
、
警
官
が
警
棒
を
使

用
し
た
こ
と
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
乱
闘
事
件
に
対
し
て

は
、
漁
民
ら
の
行
為
を
計
画
的
な
も
の
で
は
な
く
偶
発
的
な
も
の
で
あ
る

と
認
め
、
か
つ
両
者
間
に
最
近
和
議
も
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
二
月

二
十
七
日
に
東
京
地
検
は
不
起
訴
処
分
と
し
て
い
る
。

本
州
製
紙
の
廃
水
に
よ
る
江
戸
川
漁
業
被
害
問
題
は
、
各
地
で
社
会
運

動
を
呼
び
起
こ
し
て
い
っ
た
。
六
月
二
十
四
日
千
葉
県
漁
連
主
催
の
「
汚

水
問
題
千
葉
県
緊
急
漁
民
大
会
」
が
千
葉
市
の
県
庁
公
園
広
場
で
開
か
れ
、

①
本
州
製
紙
に
対
す
る
抗
議
、
②
汚
濁
水
防
止
の
県
条
例
の
即
時
制
定
、

③
水
質
汚
濁
防
止
法
の
緊
急
実
現
要
求
、
の
三
項
目
を
決
議
し
た
。
さ
ら

に
六
月
三
十
日
に
は
、
東
京
青
山
の
日
本
青
年
館
で
全
国
か
ら
水
産
団
体
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関
係
者
約
四
〇
〇
〇
人
が
参
加
し
て
「
水
質
汚
濁
防
止
対
策
全
国
漁
民
大

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

六
月
三
十
日
、
参
議
院
決
算
委
員
会
は
、

本
州
製
紙
株
式
会
社
江
戸
川
工
場
に
於
て
エ
ス
・
シ
ー
・
ピ
ー
製
造

設
備
の
操
業
開
始
の
結
果
放
流
さ
れ
た
廃
液
に
よ
っ
て
、
東
京
都
及

び
千
葉
県
に
お
け
る
沿
岸
漁
民
の
生
業
に
相
当
の
被
害
と
深
刻
な
不

安
を
与
え
た
。（
中
略
）
同
会
社
は
江
戸
川
工
場
廃
液
が
無
害
と
な

る
よ
う
浄
化
設
備
を
完
成
す
る
ま
で
廃
液
の
放
流
を
停
止
す
る
は
勿

論
、
す
で
に
発
生
し
た
被
害
に
対
し
て
は
速
か
に
補
償
措
置
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。（
後
略
）

（「
第
二
十
九
回
国
会

参
議
院
決
算
委
員
会
会
議
録

第
五
号
」）

と
い
う
「
江
戸
川
に
お
け
る
汚
水
放
流
に
よ
る
漁
業
の
被
害
に
関
す
る

件
」
の
決
議
を
採
択
し
、
さ
ら
に
水
質
汚
濁
防
止
法
案
の
提
出
促
進
を
決

議
し
た
。

十
月
に
な
っ
て
本
州
製
紙
は
浦
安
漁
協
に
対
し
漁
業
補
償
一
〇
〇
〇
万

円
を
提
示
し
た
。
一
方
、
浦
安
漁
協
は
被
害
総
額
三
億
六
〇
〇
万
円
を
要

求
し
た
。
他
の
県
内
三
漁
協
は
浦
安
第
一
漁
協
が
四
五
〇
〇
万
円
、
行
徳

漁
協
と
南
行
徳
漁
協
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
〇
万
円
の
補
償
額
を
要
求
し
た
。

十
二
月
に
は
東
京
都
の
四
漁
協
が
総
額
二
二
〇
〇
万
円
の
漁
業
補
償
額
で

妥
結
、
千
葉
県
内
の
浦
安
漁
協
を
除
く
三
漁
協
も
総
額
一
〇
〇
〇
万
円
の

補
償
額
で
妥
結
し
た
。
最
後
ま
で
抵
抗
し
た
浦
安
漁
協
は
翌
一
九
五
九
年

二
月
、
漁
業
被
害
補
償
額
一
九
〇
〇
万
円
で
妥
結
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

江
戸
川
工
場
の
施
設
が
完
成
し
、
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
魚
介
類
へ
の

影
響
は
な
い
と
の
結
論
が
出
て
、
操
業
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
五
九
年

三
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
水
質
汚
濁
防
止
法
」
の
制
定
が
求
め
ら
れ
て
き
た
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
鉱
業
を
中
心
と
す
る
産
業
界
の
反
対
で
法
制
化
が
見
送
ら
れ
て
き
た

が
、
本
州
製
紙
事
件
を
契
機
に
「
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
に
関
す
る

法
律
」（
水
質
保
全
法
）
と
「
工
場
排
水
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」（
工

場
排
水
規
制
法
）
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
こ
の
「
水
質
二

法
」
は
規
制
水
域
や
規
制
対
象
業
種
を
個
別
に
指
定
す
る
制
度
で
あ
る
た

め
実
効
性
が
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
七
〇
年
の
い
わ
ゆ
る
「
公

害
国
会
」
に
お
い
て
新
た
に
「
水
質
汚
濁
防
止
法
」
が
制
定
さ
れ
て
、
そ

の
役
割
を
終
え
て
い
る
。

5

江
戸
川
と
市
民
―
江
戸
川
を
守
る
会
を
中
心
に
―

「
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
一
九

六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
は
江
戸
川
水
域
が
水
質
保
全
法
指
定
地
域
と
な

っ
た
。
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〔3-1-10〕市川善行会会長・江戸川を守る会
会長を務めた古賀米吉

高
度
経
済
成
長
に
伴
う
江
戸
川
沿
岸
の
急
速
な
都
市
化
や
工
業
化
に
よ

っ
て
、
工
場
か
ら
の
廃
液
や
家
庭
雑
排
水
な
ど
が
流
れ
込
み
、
環
境
が
悪

化
し
汚
濁
化
が
進
行
し
て
い
た
江
戸
川
を
憂
慮
し
、
そ
の
美
化
活
動
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
市
川
善
行
会
で
あ
っ
た
。
市
川
善
行
会
は
一

九
五
一
年
に
組
織
さ
れ
た
民
間
団
体
で
、
市
民
の
な
か
か
ら
「
善
行
者
」

を
発
掘
し
て
、
毎
年
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。

以
下
、『
江
戸
川
を
守
る
会
二
〇
年
の
あ
ゆ
み
記
録
集
』
に
よ
っ
て
、

江
戸
川
を
守
る
会
の
活
動
を
み
て
い
こ
う
。
一
九
六
四
年
七
月
に
開
催
さ

れ
た
市
川
善
行
会
の
役
員
会
の
席
上
で
会
員
の
な
か
か
ら
、
江
戸
川
の
汚

濁
の
現
状
が
語
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
会
長
を
務
め
て
い
た
古
賀
米
吉
は
、

「
こ
と
は
一
大
事
で
あ
る
。
今
に
し
て
江
戸
川
の
流
れ
を
汚
濁
化
か
ら
守

る
運
動
を
起
さ
な
い
と
必
ず
や
〝
隅
田
川
〞
の
二
の
舞
を
見
る
に
違
い
な

い
」
と
し
て
江
戸
川
を
守
る
活
動
を
提
案
し
た
。
市
川
善
行
会
は
、
す
ぐ

に
運
動
を
起
こ
し
、
市
川
市
域
の
沿
岸
に
「
汚
物
投
棄
防
止
」
の
立
て
札

二
〇
〇
本
を
立
て
た
。

さ
ら
に
古
賀
米
吉
は
奔
走
し
て
千
葉
県
側
の
市
川
市
、
関
宿
町
、
野
田

市
、
流
山
町
（
現
・
流
山
市
）、
松
戸
市
、
浦
安
町
（
現
・
浦
安
市
）
の

三
市
三
町
を
と
り
ま
と
め
て
、「
江
戸
川
を
守
る
会
」
を
結
成
し
た
。

こ
の
活
動
に
は
市
川
市
も
積
極
的
に
関
わ
り
、
一
九
六
四
年
八
月
、
市

川
市
長
・
浮
谷
竹
次
郎
と
市
川
善
行
会
会
長
・
古
賀
米
吉
は
連
名
で
結
成

大
会
の
案
内
状
を
出
し
、
千
葉
県
副
知
事
、
東
京
都
知
事
（
代
理
）、
埼

玉
県
知
事
（
代
理
）
ら
を
来
賓
と
し
て
「
江
戸
川
を
守
る
会
」
の
結
成
大

会
を
開
催
し
、
委
員
長
に
古
賀
米
吉
を
選
出
し
た
。（
市
川
善
行
会
の
会

報
で
は
、「
江
戸
川
を
守
る
会
」
の
結
成
の
決
議
は
一
九
六
三
年
八
月
と

記
さ
れ
て
い
る
。）
そ
し
て
、「
わ
た
く
し
た
ち
は
本
会
の
結
成
に
よ
り
協

力
一
致
し
て
『
江
戸
川
を
守
り
ぬ
く
』
こ
と
を
堅
く
誓
い
ま
す

昭
和
三

十
九
年
八
月
二
十
八
日

江
戸
川
を
守
る
会
」
と
い
う
宣
言
を
行
な
っ
た
。

九
月
に
入
り
委
員
会
で
は
、

①

江
戸
川
が
汚
れ
る
原
因
を
研
究
す
る

②

江
戸
川
の
現
状
調
査

③

江
戸
川
に
流
入
す
る
河
川
の
現
状
調
査
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④

江
戸
川
保
護
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
現
状
を
把
握
し
各
機
関

に
連
絡
す
る
こ
と
、
沿
岸
住
民
、
工
場
等
へ
の
啓
蒙
と
協
力
方

を
依
頼
す
る
こ
と

と
、
四
つ
の
事
業
方
針
を
決
め
た
。

そ
し
て
一
九
六
八
年
八
月
、
約
一
〇
〇
〇
人
が
参
加
し
た
四
周
年
大
会

が
市
川
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
で
は
、

一

自
治
体
は
汚
水
処
理
事
業
を
完
遂
し
ま
し
ょ
う

一

工
場
主
は
、
排
水
液
の
処
理
施
設
を
整
備
し
ま
し
ょ
う

一

民
衆
は
、
汚
廃
物
の
心
な
き
投
棄
を
止
め
ま
し
ょ
う

と
い
う
大
会
宣
言
を
採
択
し
た
。

翌
一
九
六
九
年
に
は
、
顧
問
・
支
部
役
員
な
ら
び
に
関
係
者
合
同
会
議

が
開
催
さ
れ
、

一

水
質
規
制
の
強
化

一

公
共
下
水
道
の
整
備
促
進
と
補
助
率
の
引
き
上
げ

一

江
戸
川
流
域
の
下
水
道
の
整
備
促
進

を
決
議
し
三
大
目
標
と
し
て
活
動
を
続
け
た
。

三
大
目
標
は
一
九
七
一
年
に
開
催
さ
れ
た
七
周
年
大
会
で
、

一

水
質
規
制
と
監
視
の
強
化

一

江
戸
川
左
岸
流
域
下
水
道
事
業
の
早
期
整
備
促
進

一

公
共
下
水
道
の
整
備
促
進
と
補
助
率
の
引
き
上
げ

一

河
川
敷
の
整
備

と
決
議
さ
れ
、
関
係
機
関
に
積
極
的
な
施
策
の
促
進
を
求
め
る
と
と
も
に

郷
土
の
河
川
、
自
然
愛
護
の
住
民
運
動
を
強
力
に
展
開
す
る
こ
と
を
方
針

と
し
た
。

水
質
調
査
は
継
続
的
に
実
施
さ
れ
、
一
九
七
三
年
で
は
七
地
点
の
水
質

調
査
で
「
調
査
の
結
果
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
が
２
倍
以
上
増
加
し
て
お
り
、

こ
れ
は
生
し
尿
の
流
入
が
大
き
な
原
因
と
見
ら
れ
て
い
る
。
各
浄
水
場
と

も
水
道
原
水
と
し
て
限
度
に
近
い
数
値
で
あ
る
と
し
て
憂
慮
し
て
い
る
。」

と
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
七
六
年
で
は
「
葛
飾
区
・
金
町
、
市
川
・

市
川
橋
お
よ
び
浦
安
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
は
未
だ
環
境
基
準
に
適
応
し
て
お
ら
ず
、

若
干
上
回
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
調
査
結
果
で
は
江
戸
川
上
流
に
比
べ

て
下
流
は
、
こ
の
三
年
間
に
特
に
水
質
が
良
化
し
た
と
は
言
え
な
い
状
況

で
あ
る
。」
と
報
告
し
、
続
く
一
九
七
六
年
は
、「
今
回
の
調
査
結
果
で
は
、

環
境
基
準
の
う
ち
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
で
不
適
合
地
点
が
、
流
山
橋
、
古
ヶ
崎
浄
水

場
、
葛
飾
区
・
金
町
浄
水
場
、
栗
山
浄
水
場
お
よ
び
市
川
橋
の
５
地
点
、

有
害
物
質
の
鉛
で
不
適
合
地
点
が
浦
安
橋
の
１
地
点
と
な
り
、
昨
年
と
比

較
し
て
Ｂ
Ｏ
Ｄ
で
１
地
点
、
鉛
で
１
地
点
不
適
合
地
点
が
増
加
し
た
こ
と

に
な
る
。」
と
調
査
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。

江
戸
川
左
岸
流
域
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
八
年
の
第
四
回
大
会

で
宣
言
し
た
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
「
陳
情
書
」
を
関
係
各
方
面
に
配
付
し

て
い
る
。
陳
情
書
に
は
、
工
場
主
に
は
廃
水
液
処
理
施
設
の
整
備
、
市
町

村
に
は
汚
水
処
理
事
業
の
完
遂
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、「
市
町
村
の
汚
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水
処
理
事
業
の
遂
行
は
、
巨
額
の
経
費
を
要
し
、
加
え
て
、
京
葉
工
業
地

帯
と
し
て
発
展
す
る
江
戸
川
沿
岸
の
市
町
村
は
、
特
に
人
口
急
増
に
よ
る

財
政
需
要
が
き
わ
め
て
多
く
、
こ
れ
が
完
遂
に
は
国
の
格
段
な
援
助
と
、

抜
本
的
施
策
が
強
く
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
」
と
し
て
、
国
に
は

汚
水
処
理
事
業
完
遂
へ
の
財
政
的
援
助
を
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九

七
四
年
に
は
「
江
戸
川
左
岸
流
域
下
水
道
事
業
」
の
促
進
運
動
を
積
極
的

に
展
開
し
、
流
域
自
治
体
の
首
長
、
商
工
会
議
所
会
頭
に
流
域
下
水
道
事

業
の
促
進
要
請
を
行
い
、
と
く
に
、
広
域
下
水
道
事
業
の
決
め
手
と
な
る

終
末
処
理
場
用
地
の
予
定
と
な
っ
て
い
た
市
川
市
南
行
徳
地
域
で
用
地
確

保
の
た
め
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
、
江
戸
川
河
川
敷
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
ば
一
九
七
七
年
に
「
江
戸
川
清
掃
作
戦
」
を
実
施
し
、
市
川
支
部

で
は
参
加
者
二
九
一
人
、
ゴ
ミ
約
一
四
ト
ン
収
拾
、
松
戸
支
部
は
参
加
者

七
六
人
、
ゴ
ミ
約
三
・
六
ト
ン
収
拾
な
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。

以
上
の
よ
う
な
江
戸
川
を
守
る
会
の
活
動
以
外
に
も
江
戸
川
の
自
然
保

護
活
動
を
展
開
し
て
き
た
市
民
運
動
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
江

戸
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
恒
常
的
組
織
で
は
な
い
が
、
一
九
九
四
（
平

成
六
）
年
に
発
足
し
た
「
江
戸
川
の
自
然
環
境
を
考
え
る
会
」
が
主
催
し
、

年
一
回
江
戸
川
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、
第
八
回
は
「
原
点
に
か
え
っ
て
『
川
と
は
何
か
』」、

第
一
〇
回
は
「
自
然
保
護
と
利
根
川
・
江
戸
川
」、
第
一
五
回
は
「
川
の

環
境
を
ど
う
守
る
か
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
国

土
交
通
省
江
戸
川
河
川
事
務
所
を
は
じ
め
各
行
政
機
関
と
連
携
し
て
、『
川

づ
く
り
の
変
遷
と
江
戸
川
流
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
年
史
』
と
い
う
冊
子

に
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
川
の
環
境
保
全
に
は
市
民
の
努

力
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
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第2節
都
市
河
川
・
真
間
川

1

真
間
川
の
水
害

真
間
川
水
系
は
、
真
間
川
本
川
と
こ
れ
に
流
入
す
る
国
分
川
・
大
柏
川

の
二
つ
の
支
川
か
ら
な
っ
て
い
る
。
真
間
川
の
流
れ
は
複
雑
で
、
須
和
田

橋
付
近
で
の
国
分
川
合
流
点
か
ら
は
大
半
が
江
戸
川
に
向
か
っ
て
流
れ
、

も
う
ひ
と
つ
の
支
川
で
あ
る
大
柏
川
か
ら
の
流
れ
は
、
か
つ
て
は
境
川
と

呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
は
東
京
湾
に
流
れ
て
い
る
。
真
間
川
は
こ
の

よ
う
に
江
戸
川
と
東
京
湾
、
二
つ
の
河
口
が
あ
る
か
の
よ
う
な
川
と
な
っ

て
い
る
。

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
完
了
し
た
八
幡
町
ほ
か
二
町
四
ヵ
村
耕
地

整
理
事
業
に
よ
っ
て
東
京
湾
方
面
に
流
れ
て
い
た
境
川
が
改
修
さ
れ
、
原

木
を
経
由
し
て
直
線
的
に
東
京
湾
に
流
れ
込
む
放
水
路
が
建
設
さ
れ
た
。

こ
の
放
水
路
と
江
戸
川
方
面
に
流
れ
て
い
た
当
時
の
真
間
川
が
結
び
つ
い

て
現
在
の
真
間
川
の
流
路
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
二
つ
の
河
口
は
生
ま
れ
た
。

3

2

2
の
真
間
川
水
系
概
略
図
は
、
市
域
に
お
け
る
真
間
川
水
系

注）絵図は上側が南となっている（「菅野村絵図」市立市川歴史博物館蔵）

〔3-2-1〕明治初期の絵図に描かれた蛇行する真間川
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浦安市

江戸川区

江戸川

国分川調節池緑地

大柏川第一調節池緑地

大津川

高谷川

東京湾

坂川

根本 

市川砂州 

（境川） 

海老川

真間川

大柏川

派川大柏川

国分川

春木川

国分川分水路

新中川

旧江戸川

松戸市 鎌ケ谷市

船橋市

習志野市

川、海など

真間川水系

真間川水系以外

調節池

標高 10m未満

標高 10 ～ 20m

標高 20 ～ 30m

標高 30m以上

（『市川市史自然編　都市化と生きもの』〔2016年〕より転載、国土地理院発行2万5千分の1地形図より作成）

〔3-2-2〕真間川水系概略図
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の
概
略
が
わ
か
る
図
で
あ
る
。

国
分
川
は
延
長
五
・
五
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
松
戸
市
五
香
六
実
の
台
地

を
水
源
と
し
、
松
戸
市
和わ

名な

ヶが

谷や

、
市
川
市
国
分
な
ど
の
谷
地
部
を
ま
わ

っ
て
、
菅
野
地
先
で
真
間
川
に
合
流
す
る
。
ま
た
大
柏
川
は
約
六
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
河
川
で
鎌
ケ
谷
市
初
富
付
近
を
水
源
と
し
、
市
川
市
大
野
、
柏

井
を
流
れ
て
、
八
幡
地
先
で
真
間
川
に
合
流
し
て
い
る
。

真
間
川
水
系
の
流
域
は
都
市
化
の
進
行
が
著
し
く
、
流
域
面
積
の
六
五

％
が
市
街
地
と
な
り
、
雨
の
流
量
が
増
大
し
、
従
来
で
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
よ
う
な
都
市
水
害
を
度
々
発
生
さ
せ
て
き
た
。

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、
市
川
市
は
一

九
三
八
年
に
床
上
・
床
下
浸
水
三
〇
〇
〇
戸
、
一
九
四
一
年
に
床
上
・
床

下
浸
水
一
二
三
二
戸
と
い
う
真
間
川
の
水
害
を
経
験
し
て
い
た
が
、
戦
後

の
一
九
五
〇
年
七
月
に
も
へ
リ
ー
ン
台
風
に
よ
っ
て
真
間
川
が
氾
濫
し
、

一
七
一
〇
戸
が
床
下
浸
水
被
害
を
受
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
被
害
を
経
験
し
た
真
間
川
沿
い
の
住
民
八
一
〇
世
帯
の
人
々

は
一
九
五
〇
年
八
月
、「
水
害
防
止
対
策
に
関
す
る
請
願
」
を
市
川
市
長

に
提
出
し
、
市
長
は
当
時
の
河
川
管
理
者
で
あ
る
千
葉
県
に
提
出
し
た
。

真
間
川
下
流
域
市
民
の
請
願
を
受
け
て
、
千
葉
県
は
総
武
線
の
付
近
か
ら

延
長
三
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
放
水
路
を
新
設
す
る
計
画
を
立
て
て
真
間
川

の
改
修
計
画
が
始
ま
っ
た
。
改
修
計
画
の
工
事
費
は
当
時
の
金
額
で
六
億

円
が
見
込
ま
れ
た
が
、
こ
の
額
を
負
担
す
る
力
は
千
葉
県
に
は
な
か
っ
た

た
め
、
真
間
川
を
国
が
管
理
す
る
一
級
河
川
に
「
昇
格
」
さ
せ
て
国
の
予

算
で
真
間
川
の
改
修
工
事
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
一
九
五
三
年
、
真
間
川

は
一
級
河
川
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
八
年
九
月
、
台
風
二
二
号
（
狩か

野の

川が
わ

台
風
）
で
は
、
市
川
、
真

間
、
菅
野
、
須
和
田
、
鬼
高
を
中
心
に
床
上
浸
水
二
四
五
六
戸
、
床
下
浸

水
二
五
六
〇
戸
と
い
う
大
き
な
被
害
が
出
た
。
と
く
に
市
川
・
真
間
で
は

床
上
六
〇
セ
ン
チ
以
上
の
浸
水
と
な
っ
た
家
屋
が
二
九
一
戸
も
あ
っ
た
。

3

2

3
は
昭
和
期
の
真
間
川
流
域
で
発
生
し
た
水
害
の
様
子
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
一
九
八
一
年
十
月
の
一
時
間
あ
た
り
六
〇
ミ
リ

と
い
う
集
中
豪
雨
を
と
も
な
う
台
風
二
四
号
の
被
害
は
狩
野
川
台
風
時
の

被
害
に
匹
敵
す
る
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。

台
風
二
四
号
の
出
水
状
況
を
、
真
間
川
流
域
研
究
会
が
作
成
し
た
『
水

防
都
市
構
想
』第
Ⅱ
部「
昭
和
五
六
年
台
風
二
四
号
に
よ
る
水
害
の
実
態
」

に
拠
っ
て
み
て
い
こ
う
。

十
月
二
十
二
日
、
早
朝
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
、
午
後
に
な
っ
て
風
混

じ
り
の
強
い
雨
と
な
っ
た
。
午
後
四
時
四
〇
分
こ
ろ
銚
子
気
象
台
か
ら
暴

風
雨
洪
水
波
浪
警
報
が
発
令
さ
れ
た
。
川
は
増
水
し
続
け
、
午
後
九
時
頃

に
は
低
地
部
で
家
屋
の
浸
水
被
害
が
出
始
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
雨
は
さ

ら
に
強
く
な
り
、
午
後
一
〇
時
か
ら
一
一
時
の
一
時
間
に
五
〇
ミ
リ
を
超



第２節　都市河川・真間川

137

西暦 和暦 月 原因
1938 昭和13 6 台風

1941 昭和16 7 台風

1949 昭和24 8 台風10号（キティ台風）

1950 昭和25 7 台風9号（へリーン台風）

1958 昭和33 9 台風22号（狩野川台風）

1961 昭和36 10 台風24号

1963 昭和38 8 台風11号

1965 昭和40 9 台風24・25号

1966 昭和41 6 台風4号

1972 昭和47 9 暴風雨

1981 昭和56 10 台風24号

1982 昭和57 9 台風18号

1986 昭和61 8 台風10号

〔3-2-3〕真間川流域の主な水害（昭和期）
す
雨
量
を
記
録
し
た
。
雨
は
午
前
〇
時
過
ぎ
に
小
降
り
に
な
り
、
二
時
に

は
止
ん
だ
と
い
う
。
市
川
市
で
は
二
一
二
ミ
リ
の
雨
が
降
り
、
市
川
西
消

防
署
国
府
台
分
遣
所
で
は
午
後
一
〇
時
か
ら
一
一
時
の
一
時
間
に
五
七
・

五
ミ
リ
を
記
録
し
て
い
る
。

こ
の
大
雨
に
よ
り
国
分
川
で
は
下
流
の
須
和
田
一
丁
目
、
宮
久
保
一
丁

目
、
大
柏
川
で
は
下
流
の
八
幡
六
丁
目
、
本
北
方
二
丁
目
、
東
菅
野
一
、
三
、

四
、
五
丁
目
、
宮
久
保
三
、
五
丁
目
な
ど
真
間
川
本
川
と
の
合
流
点
付
近

に
あ
た
る
市
街
地
の
被
害
が
大
き
く
、
床
上
浸
水
が
多
発
し
た
。

3

2

4
は
、
市
川
市
議
会
の
一
九
八
一
年
十
二
月
定
例
会
に
提
出

さ
れ
た
資
料
「
台
風
二
四
号
状
況
報
告
書
」
か
ら
地
区
別
浸
水
状
況
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

被
害
状
況
を
や
や
詳
し
く
見
る
と
国
分
川
流
域
で
は
、
北
国
分
一
丁
目

の
小
塚
山
か
ら
北
国
分
三
丁
目
の
田
畑
に
向
か
っ
て
水
が
滝
の
よ
う
に
流

れ
、
市
立
市
川
博
物
館
あ
た
り
で
は
土
砂
崩
れ
を
起
こ
し
、
斜
面
の
大
木

が
倒
れ
て
道
路
が
ふ
さ
が
っ
た
。

国
分
七
丁
目
に
住
む
市
民
は
、「
二
二
日
の
夜
九
時
頃
か
ら
家
に
水
が

入
り
は
じ
め
、
一
二
時
か
ら
一
時
ご
ろ
に
か
け
て
水
位
は
膝
上
あ
た
り
ま

で
あ
り
ま
し
た
。
増
水
の
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
、
一
〇
時
半
ご
ろ
は
、
あ
き

ら
め
た
と
い
う
か
放
心
状
態
の
よ
う
な
気
持
で
し
た
ね
。
一
一
時
ご
ろ
は

停
電
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
懐
中
電
灯
で
は
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
雨
が
止
ん
だ
か
ら
も
う
水
は
増
え
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
ま
た
水
位
が
上
が
っ
て
い
る
の
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。
さ
っ
き
ま
で
浸
水
し
て
い
な
か
っ
た
風
呂
場
に
も
水

が
入
り
、
浴
槽
が
プ
カ
プ
カ
浮
い
て
い
た
か
ら
で
す
。
朝
に
な
っ
て
明
る

く
な
り
外
を
見
る
と
、
な
ん
と
道
路
も
畑
も
見
え
ま
せ
ん
。
水
が
ゆ
っ
く

り
流
れ
、
ま
る
で
利
根
川
み
た
い
な
大
き
な
川
の
中
に
い
る
よ
う
で
し
た
。
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※本資料は作成段階で集計した数値をまとめたものである（1981年12月市川市議会定例会資料「台風24号状況報告書」より作成）

単位（世帯）〔3-2-4〕台風24号による地区別浸水状況
町　　名 床上 床下 罹災人員

床上
罹災人員
床下 町　　名 床上 床下 罹災人員

床上
罹災人員
床下 町　　名 床上 床下 罹災人員

床上
罹災人員
床下

国 府 台 1丁目 鬼　　高 3丁目 21 99 52 338 大 野 町 4丁目 6 9
2丁目 5 19 4丁目 3 2 3 7 柏 井 町 1丁目 5 1 5 6
3丁目 1 7 1 23 高 石 神 1 3 2丁目 5 12 5 60
4丁目 1 2 中　　山 1丁目 1 1 3丁目 9 41 25 154
5丁目 4 8 2丁目 4丁目 5 9
6丁目 3丁目 2 2 大　　町 7 15 11 54

市　　川 1丁目 2 2 4丁目 1 1 奉 免 町 5 15
2丁目 4 19 若　　宮 1丁目 1 14 5 34 本 行 徳 11 62 45 223
3丁目 1 1 2丁目 加藤新田
4丁目 1 1 3丁目 千 鳥 町

市 川 南 1丁目 8 9 22 19 北　　方 1丁目 高 浜 町
2丁目 4 4 5 9 2丁目 51 62 119 228 関 ケ 島 12 15 32 53
3丁目 10 10 39 25 3丁目 5 5 伊 勢 宿 11 14 16 39
4丁目 3 2 5 5 本 北 方 1丁目 69 102 193 352 下 新 宿 2 5
5丁目 2丁目 28 15 55 59 河 　 原 16 13 52 58

真　　間 1丁目 3丁目 5 24 下 妙 典 1 3
2丁目 北 方 町 4丁目 8 17 22 60 上 妙 典
3丁目 1 1 国　　分 1丁目 85 34 299 121 妙　　典 1丁目 2 2
4丁目 2 2 2丁目 25 11 48 38 2丁目 2 1 4 3
5丁目 3丁目 3丁目 5 5 10 19

新　　田 1丁目 3 13 4丁目 2 2 押　　切 55 42 151 164
2丁目 6 12 14 40 5丁目 6 6 湊 54 33 120 137
3丁目 12 7 50 23 6丁目 19 5 53 22 湊 新 田 1 19 2 41
4丁目 22 56 42 189 7丁目 16 2 57 3 湊 新 田 1丁目
5丁目 中 国 分 1丁目 2丁目 5 2 6 2

平　　田 1丁目 1 1 2丁目 香　　取 1丁目 13 24
2丁目 1 1 3丁目 2丁目 31 57 110 200
3丁目 12 168 29 589 4丁目 欠 真 間 1丁目 5 30 8 118
4丁目 44 19 126 71 5丁目 2丁目 2 10

大　　洲 1丁目 27 33 63 111 北国分町 15 15 相 之 川 1丁目 89 100 246 380
2丁目 9 9 25 33 北 国 分 1丁目 2丁目 3 1 9 6
3丁目 5 15 16 52 2丁目 3丁目
4丁目 2 5 2 16 3丁目 2 2 6 10 4丁目

大 和 田 1丁目 8 7 21 26 4丁目 新　　井 1丁目 19 38 55 167
2丁目 5 6 須 和 田 1丁目 266 125 765 513 2丁目
3丁目 10 3 35 7 2丁目 6 13 20 50 3丁目
4丁目 38 132 稲 越 町 3 3 島　　尻 2 4
5丁目 4 12 14 40 曽　　谷 1丁目 1 2 広　　尾 1丁目 1 3

東大和田 1丁目 70 169 176 525 2丁目 2 7 10 25 2丁目 3 10 5 10
2丁目 3 9 4 24 3丁目 1 4 4 12 南 行 徳 1丁目 10 26

稲 荷 木 1丁目 14 27 17 100 4丁目 6 13 8 50 2丁目 3 35 11 102
2丁目 10 17 25 71 5丁目 12 12 3丁目
3丁目 21 47 47 165 6丁目 93 32 330 126 4丁目

八　　幡 1丁目 2 2 7丁目 188 69 611 246 塩　　浜 1丁目
2丁目 3 3 8丁目 29 23 107 81 2丁目
3丁目 下貝塚町 1 5 3丁目
4丁目 5 14 下 貝 塚 1丁目 4丁目
5丁目 2 5 5 13 2丁目 2 3 7 10 福　　栄 1丁目 10 15 13 58
6丁目 191 250 665 853 3丁目 7 3 17 12 2丁目 2 14 5 37

南 八 幡 1丁目 52 55 104 173 東 国 分 1丁目 35 38 84 122 3丁目 8 36 13 98
2丁目 8 107 13 367 2丁目 137 22 445 88 4丁目 7 1 21 3
3丁目 47 82 75 245 3丁目 16 1 30 7 行徳駅前 1丁目 17 22
4丁目 15 25 25 81 東　　浜 1丁目 2丁目 130 15 223 44
5丁目 19 41 32 127 田　　尻 3丁目 2 1 5 1

菅　　野 1丁目 1 1 田　　尻 1丁目 10 10 4丁目 158 83 401 304
2丁目 2丁目 11 5 21 17 新　　浜 1丁目 1 14 2 51
3丁目 16 22 12 45 3丁目 2丁目
4丁目 7 1 15 2 4丁目 14 15 18 52 3丁目
5丁目 1 12 4 46 5丁目 17 8 21 30 入　　船
6丁目 5 31 18 78 高　　谷 2 2 日 之 出

東 菅 野 1丁目 5 4 5 15 高　　谷 1丁目 3 12 7 40 末　　広 1丁目 6 6
2丁目 1 1 2丁目 10 33 17 109 2丁目 3 1 11 4
3丁目 142 192 388 609 3丁目 2 1 5 6 本　　塩 33 34 97 125
4丁目 365 288 1,157 977 高谷新町 富　　浜 1丁目
5丁目 21 21 78 73 原　　木 2丁目

宮久保町 原　　木 1丁目 12 38 20 138 3丁目 2 4
宮 久 保 1丁目 191 48 575 175 2丁目 9 13 13 48 塩　　焼 1丁目

2丁目 3丁目 3 37 3 137 2丁目 4 1 4 2
3丁目 19 39 58 140 4丁目 1 1 4 4 3丁目
4丁目 1 1 二　　俣 4丁目
5丁目 68 76 229 291 二　　俣 1丁目 6 11 14 32 5丁目
6丁目 2 2 2丁目 18 11 31 34 宝 1丁目

鬼　　越 1丁目 二俣新町 2丁目
2丁目 大 野 町 1丁目 3 22 7 76 幸 1丁目

鬼　　高 1丁目 2 5 2丁目 11 37 30 137 2丁目
2丁目 38 103 83 346 3丁目 10 5 22 15 総　計 3,635 3,841 9,877 13,251
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〔3-2-6〕1981年水害・冨貴島小学校付近
（真間川の桜並木を守る市民の会蔵）

〔3-2-5〕1981年水害・八幡6丁目
（真間川の桜並木を守る市民の会蔵）

（
略
）」
と
証
言
し
て
い
る
。

床
上
浸
水
・
床
下
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
曽
谷
七
・
八
丁
目
で
は
、
道

路
が
川
の
よ
う
に
な
り
、
国
分
川
で
は
上
流
か
ら
材
木
、
丸
太
、
タ
ン
ス
、

ゴ
ミ
な
ど
が
流
れ
て
き
て
、
流
木
の
た
め
ガ
ラ
ス
が
壊
さ
れ
た
家
も
あ
っ

た
。
春
木
川
沿
岸
も
一
面
が
池
の
よ
う
で
、
豆
腐
工
場
の
営
業
部
長
は
、

「
水
害
を
知
っ
て
工
場
に
駆
け
つ
け
た
の
が
午
前
一
時
ご
ろ
。
道
は
腰
あ

た
り
ま
で
水
が
あ
ふ
れ
二
時
ご
ろ
に
は
増
水
し
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
見
え

な
く
な
っ
て
い
た
。
従
業
員
や
関
係
先
の
人
が
二
〇
人
位
急
を
き
き
つ
け

て
来
て
く
れ
た
が
、
二
時
す
ぎ
に
は
停
電
に
な
る
わ
電
話
も
不
通
に
な
る

わ
で
手
の
つ
け
よ
う
が
な
か
っ
た
。
午
前
一
〇
時
半
ご
ろ
か
ら
徐
々
に
水

が
引
き
だ
し
た
が
、
完
全
に
路
面
が
み
え
て
き
た
の
は
午
後
三
時
す
ぎ
。

工
場
前
の
道
路
の
解
除
が
四
時
。
大
豆
二
〇
〇
俵
が
水
に
浸
っ
て
使
い
も

の
に
な
ら
ず
、
豆
腐
二
〇
万
丁
も
出
荷
で
き
ず
大
打
撃
を
受
け
て
し
ま
っ

た
。」
と
甚
大
な
被
害
を
訴
え
て
い
る
。

大
柏
川
で
は
、
午
後
一
〇
時
半
に
、
柏
井
三
丁
目
の
工
場
付
近
の
路
上

で
四
〇
セ
ン
チ
の
水
位
が
あ
り
、
一
時
は
大
人
の
胸
ま
で
水
が
上
が
っ
た
。

工
場
で
働
く
人
は
「
ま
っ
た
く
凄
か
っ
た
。
午
後
一
〇
時
半
ご
ろ
は
四
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
。
午
前
零
時
に
は
股
く
ら
い
ま
で
来
た
ね
。
最

高
水
位
の
時
は
胸
ま
で
つ
か
っ
た
な
。
流
れ
は
す
ご
か
っ
た
よ
。
敷
地
内

の
焼
却
炉
も
流
さ
れ
た
し
、
ド
ラ
ム
缶
も
流
れ
た
。
工
場
内
も
（
略
）
パ

ニ
ッ
ク
状
態
だ
っ
た
ね
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
だ
め
に
な
る
わ
、
ト
ラ
ン
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0 100m

派川 大柏川

柏井調整池

大柏川第一調節池緑地

 大柏川

 真間川

ジ
ス
タ
ー
の
は
め
こ
み
機
械
も
ダ
メ
。
ま
あ
こ
ん
な
こ
と
は
こ
の
近
辺
に

三
三
年
間
住
ん
で
い
て
一
度
も
な
か
っ
た
な
。
も
う
二
度
と
遭
い
た
く
な

い
よ
。」
と
語
っ
て
い
る
。

武
蔵
野
線
市
川
大
野
付
近
で
は
谷
地
の
中
央
を
走
る
道
路
に
水
が
あ
ふ

れ
、
谷
地
の
出
口
に
設
け
ら
れ
た
貯
水
池
は
午
後
十
一
時
の
時
点
で
貯
水

能
力
を
超
え
て
い
た
。
谷
地
沿
い
の
斜
面
で
は
崖
崩
れ
も
起
き
た
。
崖
崩

れ
は
大
野
町
だ
け
で
一
七
か
所
（
一
九
八
一
年
十
二
月
市
川
市
議
会
定
例

会
資
料
の
数
値
。
以
下
、
議
会
資
料
）
発
生
し
て
い
る
。
大
柏
川
に
並
行

し
て
走
る
道
路
も
川
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
床
上
浸
水
一
五
四
世
帯
（
議
会
資
料
）、
床
下
浸
水
一
八
四
世

帯
（
議
会
資
料
）
の
被
害
が
出
た
本
北
方
と
北
方
二
丁
目
で
は
低
地
全
体

が
川
の
よ
う
に
な
り
、
大
柏
川
沿
い
の
バ
ス
通
り
は
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
冠
水
し
、
道
路
両
側
の
水
田
は
一
面
海
の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

甚
大
な
被
害
が
出
た
派
川
大
柏
川
、
大
柏
川
、
そ
し
て
真
間
川
に
囲
ま

れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
三
角
地
帯
」
3

2

7
は
二
十
二
日
の
午
後
か

ら
急
激
に
増
水
し
た
。
真
間
川
本
川
は
、
夜
に
は
河
道
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
流
れ
て
い
た
。
午
後
九
時
前
後
か
ら
川
沿
い
の
道
路
に
水
が
か
ぶ
り
は

じ
め
、
九
時
半
に
は
住
宅
の
玄
関
ま
で
押
し
寄
せ
た
。
一
〇
時
頃
か
ら
は

急
激
に
水
か
さ
が
増
し
、
一
時
間
足
ら
ず
で
床
上
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
ま
で
水
位
が
上
が
り
、
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
床
上
六
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
く
ら
い
ま
で
達
し
た
。「
三
角
地
帯
」
の
道
路
は
水
路
化
し
、
水

〔3-2-7〕三角地帯

（「市川市都市計画基本図」〔2016年〕より作成）
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位
は
腰
か
ら
胸
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。

総
武
線
以
南
で
も
被
害
は
大
き
か
っ
た
。
南
八
幡
で
は
床
上
浸
水
一
四

一
世
帯
（
議
会
資
料
）、
床
下
浸
水
三
一
〇
世
帯
（
議
会
資
料
）
の
被
害

が
出
た
。
南
八
幡
二
丁
目
一
帯
で
は
Ｕ
字
溝
、
側
溝
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
た

こ
と
も
浸
水
の
原
因
と
な
っ
た
。
被
害
は
狩
野
川
台
風
の
時
よ
り
ひ
ど
か

っ
た
と
い
わ
れ
、
二
十
二
日
午
後
八
時
頃
か
ら
出
水
し
水
が
引
い
た
の
は

二
十
三
日
朝
八
時
頃
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
行
徳
地
域
で
も
一
四
六
一
世

帯
（
議
会
資
料
）
の
床
上
・
床
下
浸
水
が
起
こ
っ
て
お
り
、
水
害
は
市
内

全
域
に
及
ん
だ
。

市
川
市
全
体
の
状
況
を
議
会
資
料
の
数
値
で
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な

る
。

床
上
浸
水

三
六
三
五
世
帯

床
下
浸
水

三
八
四
一
世
帯

破
損
家
屋

一
四
世
帯

農
地
冠
水

二
三
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

崖
崩
れ

三
二
か
所

道
路
・
河
川
・
橋
の
破
損

八
か
所

避
難
所
開
設

一
三
か
所（
四
か
所
は
避
難
者
な
し
）

収
容
人
員

三
一
四
人（
延
人
数
）

こ
の
よ
う
な
大
き
な
被
害
だ
っ
た
た
め
、
市
川
市
は
被
災
者
に
対
し
て

次
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
。

①
床
上
浸
水
さ
れ
た
方
に
対
す
る
見
舞
金
の
支
給

一
人
世
帯

二
万
円
、
二
人
世
帯
四
万
円
、
三
人
世
帯
六
万
円
、
四

人
以
上
世
帯
八
万
円

②
市
民
税
等
の
減
免

被
害
状
況
に
応
じ
て
市
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免

③
住
宅
及
び
中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
、
利
子
補
給

融
資
限
度
額
は
耐
火
・
簡
易
耐
火
住
宅
四
二
〇
万
円
、
木
造
住
宅
三

六
〇
万
円
、
移
転
費
・
整
地
費
二
三
〇
万
円

④
建
物
価
格
の
五
割
以
上
の
被
害
に
は
新
築
費
の
貸
し
付
け

融
資
限
度
額
は
耐
火
・
簡
易
耐
火
住
宅
八
四
〇
万
円
、
木
造
住
宅
七

三
〇
万
円
、
土
地
取
得
費
四
五
〇
万
円
、
整
地
費
二
三
〇
万
円

⑤
中
小
企
業
に
対
し
て
は
、
貸
付
限
度
額
八
〇
〇
万
円

（『
広
報
い
ち
か
わ
』
四
〇
三
号
）
3

2

8

そ
の
ほ
か
農
作
物
の
被
災
に
対
す
る
融
資
、
低
所
得
者
層
へ
の
災
害
援
護

資
金
、
貸
し
付
け
な
ど
を
行
っ
た
。

3

2

9
は
平
成
に
入
っ
て
以
降
、
真
間
川
流
域
で
発
生
し
た
主
な

水
害
で
あ
る
。

真
間
川
水
系
は
小
河
川
で
は
あ
る
が
、
水
害
多
発
河
川
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
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西暦 元号 和暦 月 原因
1991 平成 3 9 台風18号
1993 平成 5 8 台風11号
1996 平成 8 9 台風17号
2013 平成 25 10 台風26号
2015 平成 27 9 大雨

2

真
間
川
総
合
治
水
対
策

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
の
狩
野
川
台
風
の
翌
年
か
ら
千
葉
県
土
木

部
は
第
三
次
真
間
川
改
修
計
画
に
着
手
し
た
。
一
九
六
六
年
度
か
ら
は
、

県
営
事
業
と
し
て
根
本
〜
須
和
田
間
一
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
川
幅
一
〇

メ
ー
ト
ル
を
一
四
・
三
五
メ
ー
ト
ル
に
拡
げ
、
須
和
田
〜
菅
野
地
先
間
は

川
幅
の
拡
張
で
は
な
く
、
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

を
行
い
、
京
葉
道
路
〜
東
京
湾
間
の
川

幅
一
〇
メ
ー
ト
ル
を
二
一
〜
三
四
メ
ー
ト
ル
に
拡
げ
る
な
ど
の
川
幅
の
拡

（『広報いちかわ』403号、1981年11月1日付）

〔3-2-8〕被災者への見舞いを伝える広報

〔3-2-9〕真間川流域の主な水害（平成期）
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〔3-2-10〕貯水の役割も果たしている梨畑
（市立市川自然博物館蔵）

幅
工
事
、
そ
し
て
京
葉
道
路
〜
須
和
田
間
の
護
岸
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

し
か
し
一
九
七
九
年
、
河
川
改
修
の
み
に
よ
る
治
水
対
策
で
は
限
界
が

あ
る
と
し
て
真
間
川
に
総
合
治
水
対
策
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
河

川
の
洪
水
処
理
施
設
と
、
流
域
に
お
け
る
遊
水
機
能
、
土
地
利
用
方
式
、

河
川
と
流
域
の
両
面
か
ら
水
害
の
軽
減
と
防
止
を
図
る
の
が
総
合
治
水
対

策
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
全
国
で
九
河
川
が
総
合
治
水
対
策
特
定
河

川
の
指
定
を
受
け
た
。

総
合
治
水
対
策
特
定
河
川
と
は
、「
都
市
化
の
進
展
と
流
域
の
開
発
に

伴
う
河
川
の
治
水
安
全
度
の
低
下
が
著
し
い
、
或
は
、
従
来
か
ら
浸
水
被

害
が
著
し
い
既
成
市
街
地
が
大
部
分
を
占
め
る
河
川
で
、
流
域
の
持
つ
保

水
・
遊
水
機
能
の
確
保
お
よ
び
災
害
の
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
で
の
土

地
利
用
の
誘
導
な
ど
の
措
置
と
併
せ
て
、
河
川
改
修
事
業
を
重
点
的
に
実

施
す
る
」（『
真
間
川
-
い
つ
ま
で
も
愛
さ
れ
る
真
間
川
』）
と
い
う
こ
と

だ
が
、
真
間
川
も
そ
の
総
合
治
水
対
策
特
定
河
川
と
し
て
の
指
定
を
受
け

た
の
で
あ
る
。

真
間
川
で
は
、
真
間
川
・
国
分
川
・
春
木
川
・
大
柏
川
の
河
道
拡
幅
、

国
分
川
分
水
路
の
建
設
、
遊
水
地
域
に
調
節
池
の
設
置
、
保
水
地
域
で
の

流
出
抑
制
な
ど
の
課
題
が
示
さ
れ
た
。

真
間
川
流
域
の
総
合
的
な
治
水
対
策
の
基
本
と
な
る
「
真
間
川
流
域
整

備
計
画
」
は
建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
、
千
葉
県
と
流
域
関
係
四
市
（
市

川
市
、
松
戸
市
、
鎌
ケ
谷
市
、
船
橋
市
）
で
構
成
す
る
「
真
間
川
流
域
総
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合
治
水
対
策
協
議
会
」
に
よ
っ
て
一
九
八
三
年
四
月
に
策
定
さ
れ
た
。
そ

の
治
水
暫
定
計
画
は
目
標
達
成
期
間
に
保
水
・
遊
水
・
低
地
の
流
域
対
策

を
行
う
こ
と
を
前
提
に
、
総
合
治
水
対
策
特
定
河
川
事
業
に
よ
る
河
道
改

修
、
調
節
池
お
よ
び
必
要
な
治
水
施
設
の
整
備
を
重
点
的
に
行
い
、
時
間

あ
た
り
五
〇
ミ
リ
規
模
の
降
雨
に
対
す
る
計
画
区
間
の
安
全
を
確
保
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
計
画
は
、
基
本
方
針
と
し
て
達
成
期
間
を
概
ね
一
〇
年
間
と
し
て
、

真
間
川
流
域
の
市
街
化
率
を
七
四
％
に
上
昇
す
る
も
の
と
想
定
し
て
立
て

ら
れ
た
。
一
時
間
五
〇
ミ
リ
の
雨
量
の
流
量
分
担
計
画
で
は
、
保
水
地
域

（
主
と
し
て
雨
水
を
一
時
的
に
浸
透
し
、
ま
た
は
滞
留
す
る
機
能
を
有
す

る
地
域
）
が
二
八
六
立
方
メ
ー
ト
ル
の
流
域
対
策
量
を
担
う
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
て
真
間
川
の
総
合
治
水
対
策
が
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
「
総
合
治
水
」
の
考
え
方
が
市
の
治
水
政
策
に
反
映
し
た
の
は
一

九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
六
月
に
作
成
さ
れ
た
市
川
市
総
合
計
画
の
「
第

一
次
総
合
五
ヵ
年
計
画
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
真
間
川
水
系
の
河
道
改

修
、
幹
線
排
水
路
整
備
事
業
、
揚
水
機
場
の
整
備
と
い
う
従
来
型
の
治
水

政
策
に
加
え
て
、「
真
間
川
流
域
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
流
域
貯
留
浸

透
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
流
域
貯
留
浸
透
事
業
と
は
、
集
中
豪
雨
時

に
お
け
る
都
市
水
害
な
ど
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
降
雨
を
で
き
る
だ
け
貯

留
ま
た
は
地
下
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
降
雨
の

貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
を
促
進
す
る
事
業
の
こ
と
で
あ
る
。

総
合
治
水
た
る
所
以
は
流
域
に
お
け
る
対
策
と
し
て
、「
保
水
・
遊
水

機
能
の
維
持
、
増
大
」、「
水
害
に
安
全
な
土
地
利
用
」
の
施
策
が
と
ら
れ

た
こ
と
で
あ
り
、
遊
水
池
、
土
地
利
用
規
制
な
ど
が
そ
の
根
幹
と
な
る
。

つ
ま
り
、
総
合
治
水
を
考
え
る
場
合
、
保
水
、
浸
透
力
は
重
要
な
要
素
と

な
る
。
た
と
え
ば
山
林
の
場
合
樹
木
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
る
雨
は
降
水
量

の
一
五
〜
二
〇
％
と
な
り
、
森
林
で
の
地
面
へ
の
雨
水
の
浸
透
量
は
裸
地

の
一
五
倍
程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
水
田
の
場
合
は
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
あ
た
り
二
〇
〇
〇
ト
ン
の
貯
水
力
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

樹
林
帯
と
水
田
の
保
全
・
保
護
が
重
要
な
課
題
と
な
る
が
、
住
宅
化
が
進

行
す
る
真
間
川
水
域
の
流
域
で
は
根
本
的
な
対
策
は
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
一
次
総
合
五
ヵ
年
計
画
で
は
、
治
水
と
し
て
、
治
水
施
設
の
整
備
、

保
水
・
遊
水
機
能
の
維
持
・
拡
大
と
開
発
規
制
な
ど
の
土
地
利
用
規
則
、

過
去
の
主
要
洪
水
に
よ
る
浸
水
実
績
図
の
公
表
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

ま
た
治
水
の
「
施
策
の
体
系
」
と
し
て
は
、
①
真
間
川
水
系
各
河
川
の

改
修
事
業
の
推
進
、
②
排
水
機
場
の
整
備
な
ど
の
内
水
排
除
対
策
の
推
進
、

③
調
節
池
の
整
備
や
水
田
の
保
全
な
ど
に
よ
る
保
水
、
遊
水
、
貯
留
・
浸

透
機
能
の
向
上
の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。

調
節
池
事
業
に
も
具
体
的
に
言
及
し
、「
市
民
が
水
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
な
が
ら
進
め
る
」
と
し
、
治
水
関
連
事
業
に
つ
い
て
、

公
園
化
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
最
大
の
課
題
と
な
る
真
間
川
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〔3-2-11〕大柏川第一調節池緑地
（市立市川自然博物館蔵）

流
域
の
市
街
地
化
、
宅
地
化
の
抑
制
の
課
題
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
は
い

な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
真
間
川
の
総
合
治
水
計
画
は
立
案
さ
れ
、
政
策
化
さ
れ
つ

つ
あ
っ
た
が
、
現
実
に
は
ま
だ
河
川
の
氾
濫
が
多
発
し
て
い
た
。
一
九
八

九
（
平
成
元
）
年
に
は
大
柏
川
上
流
の
河
川
改
修
に
つ
い
て
の
早
期
事
業

化
が
議
会
全
体
で
要
請
さ
れ
、
千
葉
県
知
事
へ
の
陳
情
が
行
わ
れ
て
い
る
。

陳
情
書
で
は
水
害
の
要
因
を
大
野
、
南
大
野
、
柏
井
な
ど
が
大
柏
川
の
中

流
域
に
あ
た
る
た
め
、
上
流
域
の
都
市
化
に
伴
っ
て
増
大
す
る
雨
水
が
一

気
に
本
河
川
に
流
出
し
て
く
る
た
め
で
あ
る
と
認
識
し
つ
つ
も
、
都
市
化

の
抑
制
で
は
な
く
、
河
川
改
修
の
早
期
事
業
化
を
要
請
し
て
い
る
。

二
年
後
の
一
九
九
一
年
九
月
の
台
風
一
八
号
で
も
浸
水
被
害
が
出
て
い

る
。
千
葉
県
は
災
害
復
旧
助
成
事
業
と
し
て
対
策
に
取
り
組
み
、
用
地
買

収
に
よ
る
河
川
拡か

く

幅ふ
く

・
改
修
事
業
を
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
三
年
に
か

け
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
対
策
は
宅
地
化
の
抑
制
で
は
な
く
、
河

道
改
修
・
拡
幅
に
よ
る
治
水
に
終
始
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

「
総
合
治
水
」
の
根
幹
と
な
る
山
林
・
水
田
の
保
全
策
、
都
市
化
・
宅
地

化
の
抑
制
策
は
、
理
念
で
は
提
起
さ
れ
て
い
た
が
、
頻
発
す
る
水
害
に
は

従
来
型
の
河
川
改
修
で
し
か
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
市
川
市
議
会
は
一
九
八
六（
昭
和
六
一
）年
に
全
会
一
致
で「
真

間
川
水
系
の
総
合
治
水
対
策
促
進
に
関
す
る
意
見
書
」
を
可
決
し
、
千
葉

県
知
事
、
内
閣
総
理
大
臣
、
大
蔵
大
臣
、
建
設
大
臣
、
自
治
大
臣
あ
て
に
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提
出
す
る
な
ど
、
総
合
治
水
に
対
し
て
積
極
的
な
動
き
を
み
せ
て
い
た
。

「
真
間
川
水
系
の
総
合
治
水
対
策
促
進
に
関
す
る
意
見
書
」
の
一
部
を

掲
載
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
昭
和
五
六
年
の
台
風
二
四
号
以
来
再
三
に
わ
た
り

被
害
を
被
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
県
に
お
か
れ
て
も

総
合
治
水
対
策
特
定
河
川
改
修
事
業
、
都
市
河
川
治
水
緑
地
事
業
及

び
都
市
小
河
川
改
修
事
業
等
を
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
過
る
八

月
上
旬
の
台
風
一
〇
号
に
お
い
て
も
大
き
な
被
害
を
出
す
に
至
り
、

災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
も
、
従
前
か
ら
治
水
対
策
を
最
重
点
課
題
と
し
、
幹
線
雨
水
排
水

路
及
び
排
水
機
場
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
休
耕
田
を
利
用
し
て

遊
水
池
の
築
造
、
学
校
施
設
へ
の
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
な
ど
、
諸

種
の
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
の
み
で
は
な
か
な
か
対
応

し
切
れ
ぬ
実
情
に
あ
り
、
従
っ
て
総
合
治
水
計
画
に
基
づ
き
国
分
川
、

大
柏
川
の
河
道
改
修
、
治
水
緑
地
事
業
、
上
流
の
松
戸
市
域
内
の
国

分
川
分
水
路
建
設
事
業
等
の
早
期
完
成
が
焦
眉
の
急
務
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
よ
っ
て
、
国
・
県
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
実
情
を

ご
賢
察
の
上
、
上
記
諸
事
業
の
早
期
完
成
に
つ
い
て
特
段
の
ご
配
慮

を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
強
く
要
請
い
た
し
ま
す
。

（『
い
ち
か
わ
市
議
会
だ
よ
り
』
第
六
四
号
）

台
風
二
四
号
の
あ
と
真
間
川
は「
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
」

が
適
用
さ
れ
た
。「
激
甚
災
害
」
の
「
激
」
と
「
特
別
緊
急
事
業
」
の
「
特
」

を
と
っ
て
「
激
特
」
と
略
称
さ
れ
る
が
、
こ
の
激
特
事
業
は
洪
水
に
よ
り

激
甚
な
災
害
が
発
生
し
た
地
域
に
つ
い
て
河
川
の
改
良
事
業
を
五
年
以
内

に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
度
の
災
害
を
防
止
す
る
目
的
で
作
ら
れ
た

制
度
で
あ
る
。
五
年
以
内
と
い
う
点
が
特
徴
で
も
あ
り
、
総
合
計
画
で
は

短
期
に
直
接
的
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
た
河
道
拡
幅
を
軸
と
す
る

河
川
流
量
の
即
増
加
を
図
っ
た
施
策
で
あ
っ
た
。

市
川
市
は
国
や
県
に
大
相
川
・
国
分
川
に
対
す
る
激
特
事
業
の
指
定
を

求
め
て
き
た
が
、
一
九
八
六
年
、
再
び
真
間
川
水
系
の
改
修
事
業
が
激
特

事
業
の
指
定
を
受
け
た
。
そ
れ
は
市
川
市
に
と
っ
て
心
強
い
限
り
だ
っ
た
。

当
時
、
大
柏
川
、
国
分
川
上
流
は
開
発
が
進
み
、
従
来
遊
水
機
能
を
果
た

し
て
い
た
農
地
が
激
減
す
る
一
方
、
人
口
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
と
い

う
状
況
だ
っ
た
。

市
川
市
も
治
水
対
策
予
算
を
重
点
的
に
組
ん
だ
。
た
と
え
ば
、
一
九
八

七
（
昭
和
六
二
）
年
の
治
水
対
策
費
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

①
道
路
改
良
工
事

六
六
五
八
万
円

②
排
水
路
用
地
取
得

一
八
九
八
万
円

柏
井
町
三
丁
目
地
先
な
ど
の
用
地
取
得

③
排
水
機
場
用
地
取
得

六
億
一
七
〇
〇
万
円

④
水
田
保
全
の
補
助
金

三
〇
五
〇
万
円
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〔3-2-12〕排水機場と根本水門

⑤
水
路
改
良
工
事

一
二
億
六
一
二
〇
万
円

⑥
流
域
貯
留
浸
透
工
事

一
億
二
一
九
八
万
円

⑦
排
水
機
場
改
良

六
億
五
九
八
六
万
円

⑧
北
方
都
市
下
水
路
事
業

五
億
八
六
二
〇
万
円

⑨
都
市
小
河
川
改
修
事
業

一
億
一
〇
〇
〇
万
円

⑩
国
分
排
水
区
放
流
樋
管
整
備
工
事
分
担
金

三
三
〇
〇
万
円

予
算
の
主
体
は
、
や
は
り
排
水
路
の
改
修
、
排
水
機
の
設
置
で
あ
っ
た

が
、
総
合
治
水
で
打
ち
出
さ
れ
た
「
保
水
地
域
で
の
流
出
抑
制
」
策
は
④

の
水
田
保
全
の
補
助
費
と
⑥
の
流
域
貯
留
浸
透
工
事
に
示
さ
れ
て
い
る
。

水
田
保
全
の
補
助
金
に
関
し
て
は
予
算
額
も
少
な
く
、
積
極
的
に
進
め
ら

れ
た
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
市
は
一
九
八
六
年
か
ら
水
田

を
維
持
す
る
農
家
に
補
助
金
を
出
す
「
遊
水
機
能
保
全
協
定
制
度
」
を
発

足
さ
せ
た
。
市
は
流
域
の
水
田
所
有
農
家
と
毎
年
契
約
を
結
び
、
農
家
は

契
約
水
田
の
盛
り
土
・
埋
立
を
行
わ
ず
、
市
は
補
助
金
と
し
て
年
間
一
〇

ア
ー
ル
あ
た
り
、
耕
作
田
に
五
万
五
〇
〇
〇
円
、
休
耕
田
に
四
万
五
〇
〇

〇
円
を
支
払
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
七
年
度
の
予
算
額
は
三
〇

五
〇
万
円
で
あ
っ
た
が
こ
の
年
の
契
約
件
数
は
三
二
三
件
で
あ
っ
た
。
一

九
九
〇
（
平
成
二
）
年
で
こ
の
事
業
に
契
約
し
た
水
田
面
積
は
五
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
対
象
域
水
田
の
約
五
〇
％
に
相
当
す
る
。
ま
た
こ
の
年
支
払
っ

た
補
助
金
額
は
二
六
四
五
万
円
で
あ
る
。

こ
の
事
業
に
よ
る
貯
水
量
は
一
五
万
二
一
〇
〇
ト
ン
と
見
込
ま
れ
、
大
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〔3-2-13〕真間川水系の総合治水対策促進に関する意見書の可決を伝える市議会だより
（『いちかわ市議会だより』第64号、1986年11月2日付）

柏
川
第
一
調
節
池
の
貯
水
量
二
一
万
ト
ン
の
七
二
％
に
あ
た
る
。
さ
ら
に

⑥
の
流
域
貯
留
浸
透
工
事
費
と
し
て
一
億
二
二
〇
〇
万
円
の
予
算
が
組
ま

れ
て
い
る
が
、
一
九
九
〇
年
段
階
で
の
主
な
貯
留
施
設
と
貯
留
容
量
（
単

位
・
立
方
メ
ー
ト
ル
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

校
庭
貯
留

小
学
校
一
七
校　
　
　

一
一
一
四
七

　
　
　
　
　

中
学
校

八
校　
　
　
　

六
三
〇
一

公
園
貯
留

二
か
所　
　
　
　
　
　
　
　

三
二
二

稲
越
暫
定
調
整
池　
　
　
　
　
　
　

四
五
〇
〇
〇

東
菅
野
暫
定
調
整
池　
　
　
　
　
　
　

七
〇
〇
〇

柏
井
遊
水
池　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
〇
〇

　
　

計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
九
七
七
〇

（
田
渕
俊
雄
「
水
田
と
環
境
問
題
」）

農
地
維
持
の
困
難
さ
が
、
結
局
は
流
域
の
治
水
機
能
を
弱

め
て
い
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

総
合
治
水
計
画
で
中
心
的
事
業
と
な
っ
た
の
は
真
間
川
の

河
道
改
修
工
事
で
あ
っ
た
。

真
間
川
で
は
激
特
事
業
が
一
九
八
一
年
、
一
九
八
六
年
、

一
九
九
三
年
の
三
度
認
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
八
一
年
度
か

ら
の
激
特
事
業
で
は
、
真
間
川
四
・
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

大
柏
川
一
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
国
分
川
一
・
〇
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
合

計
七
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
河
道
拡
幅
・
堀
削
・
護
岸
整
備
な
ど
の
河
川

拡
幅
事
業
の
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
3

2

41
は
一
九
八
一
（
昭
和
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五
六
）
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
激
特
事
業
に
お
い
て
一
九
八
五
年
度
末

ま
で
の
五
年
間
に
国
が
負
担
し
た
一
〇
〇
億
円
の
事
業
概
要
で
あ
る
。
激

特
事
業
も
総
合
治
水
も
降
雨
量
五
〇
ミ
リ
対
応
の
事
業
だ
が
、
一
九
八
一

年
の
台
風
二
四
号
は
一
時
間
五
七
・
五
ミ
リ
、
累
計
二
一
二
ミ
リ
の
降
雨

と
な
り
、
河
川
改
修
に
よ
る
川
幅
拡
張
策
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
に

な
る
。
流
域
の
都
市
化
の
抑
制
、
宅
地
開
発
の
抑
制
を
視
野
に
入
れ
、
保

水
・
遊
水
地
域
の
機
能
を
重
視
し
な
け
れ
ば
洪
水
に
は
対
処
し
き
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

二
度
目
の
激
特
事
業
で
は
、
六
三
・
六
五
億
円
の
事
業
費
で
国
分
川
八

五
〇
メ
ー
ト
ル
、
大
柏
川
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
拡
幅
工
事
や
合
わ
せ
て
三

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
護
岸
工
事
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

総
合
治
水
計
画
の
遊
水
中
流
域
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
国
分
川
放
水
路

の
建
設
が
、
松
戸
市
の
事
業
と
し
て
一
九
七
三
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、

一
九
八
四
年
か
ら
は
県
の
真
間
川
流
域
整
備
計
画
事
業
と
し
て
取
り
組
ま

れ
、
国
分
川
、
真
間
川
へ
の
洪
水
量
を
軽
減
す
る
た
め
に
松
戸
市
の
和
名

ヶ
谷
か
ら
上
矢
切
ま
で
ト
ン
ネ
ル
部
分
二
・
五
キ
ロ
を
含
む
三
・
三
キ
ロ

が
完
成
し
た
。
流
下
能
力
は
毎
秒
一
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
市
川
市
側

に
流
れ
て
い
た
一
二
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の
ほ
と
ん
ど
を
放
水
路
が
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
り
、
国
分
川
、
真
間
川
の
洪
水
時
の
負
担
量
が
減
っ
た
。

国
分
川
分
水
路
は
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
四
月
に
ト
ン
ネ
ル
部
が
完
成

し
、
翌
一
九
九
四
年
三
月
に
供
用
を
開
始
し
た
。

〔3-2-14〕河川激甚災害対策特別緊急事業（1981－1985年）

年度 事業費（千円） 摘　　　要

1981 225,000 用地　6筆　601.76㎡・補償　6戸

1982 1,152 ,000
護岸工（真間川左岸30.7ｍ）・親水護岸75.7ｍ・上境橋架換・京成
電鉄橋（上げ路工）一式、用地　58筆　4,755．84㎡・補償　21戸

1983 4,320 ,000

護岸工（真間川左岸56.5m・右岸56.5m・大柏川左岸30.64m・右岸
100.96m・国分川左岸240.4m・右岸221.2m）706.20m、大和橋下部工・
本北方橋下部工・須和田橋下部工・大境橋下部工・京成電鉄橋（下
部工）一式、用地　164筆　13,322.87㎡・補償　53戸

1984 3,360 ,000
護岸工（真間川左岸113.5m・右岸110m）223.5m、大和橋上部工・
北方橋下部工・本北方橋上部工・須和田橋上部工・大境橋上部工・
国分橋架換・京成電鉄橋架換、用地　4,478.53㎡・補償　39戸

1985 943,000
京成電鉄橋（取付道路工）・国分橋（取付道路）、北方橋（上部工・
取付道路工）・大境橋（取付道路工）、八方橋架換架換・護岸工（真
間川116ｍ・国分川40ｍ）、用地　526.69㎡・補償　17戸

（計） 10,000,000

（千葉県真間川改修事務所「河川激甚災害対策特別緊急事業」『事業概要　平成7年』より作成）
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ま
た
、
大
柏
川
調
節
池
の
建
設
に
関
し
て
は
、
用
地
買
収
が
遅
れ
、
一

九
八
八
年
の
時
点
で
も
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
確
保
の
う
ち
八
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
用
地
確
保
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
大
柏
川
中
流
部
、
北
方
町
に
貯

水
能
力
二
五
万
ト
ン
を
担
う
大
柏
川
第
一
調
節
池
は
、
一
九
七
九
年
度
か

ら
用
地
取
得
が
は
じ
ま
り
、
一
九
八
六
年
か
ら
暫
定
的
な
掘
削
工
事
が
始

ま
り
、
二
〇
〇
七
年
に
完
成
し
た
。

さ
ら
に
国
分
川
調
節
池
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
四
年
に
用
地
取
得
を
開

始
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
工
事
に
入
り
、
二
〇
一
四
年
に
完
成
し
た
。
国
分

川
中
流
部
と
春
木
川
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
稲
越
町
、
東
国
分
三
丁

目
付
近
に
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
三
〇
万
ト
ン
の
貯
水
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
治
水
事
業
は
千
葉
県
営
事
業
で
あ
り
、
市
川
市
は
独
自
に
一

九
八
二
年
に
「
市
川
市
雨
水
排
水
基
本
計
画
」
を
立
案
し
た
。
三
か
年
計

画
で
、
幹
線
排
水
路
の
建
設
、
排
水
機
場
の
建
設
が
真
間
川
流
域
だ
け
で

な
く
全
市
域
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
。
真
間
川
流
域
で
は
一
〇
か
所
に
排

水
機
を
設
置
す
る
計
画
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
治
水
の
た
め
の
土
木
事
業
は
そ
れ
な
り
の
成
果
を
も
た
ら

し
た
が
、
根
本
的
課
題
と
な
る
市
街
地
化
の
抑
制
、
山
林
の
保
全
や
水
田

を
中
心
と
す
る
保
水
力
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
、
理
念
は
理
解
し
て
い
て

も
現
実
政
策
と
し
て
は
所
有
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
も
あ
り
大
胆
な
規
制

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

3

真
間
川
治
水
と
市
民

一
九
七
〇
年
代
後
半
、
真
間
川
本
川
は
須
和
田
橋
か
ら
江
戸
川
、
そ
し

て
下
流
の
鬼
高
二
丁
目
ま
で
約
七
〇
％
の
河
川
の
改
修
・
拡
幅
工
事
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
国
道
一
四
号
線
、
京
成
電
鉄
を
ま
た
ぐ
部
分
、
浅
間
橋

〜
境
橋
間
の
拡
幅
工
事
は
、
沿
川
に
住
宅
が
密
集
し
て
い
た
こ
と
、
こ
の

区
間
の
真
間
川
の
土
手
に
は
市
内
有
数
の
桜
並
木
が
あ
り
、
川
幅
拡
張
に

伴
う
桜
並
木
の
伐
採
に
は
難
色
を
示
す
市
民
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
河
川

改
修
工
事
は
進
捗
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
真
間
川
は

一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
に
「
総
合
治
水
対
策
特
定
河
川
事
業
」
の
指

定
を
受
け
、
川
幅
を
拡
幅
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

真
間
川
改
修
の
た
め
に
桜
が
伐
採
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
集
ま
っ
た

市
民
が
一
九
七
九
年
三
月
に
「
真
間
川
の
桜
並
木
を
守
る
市
民
の
会
（
略

称

さ
く
ら
の
会
）」
を
結
成
し
た
。「
さ
く
ら
の
会
」
は
機
関
誌
『
さ
く

ら
通
信
』
を
発
行
す
る
な
ど
活
発
に
活
動
し
た
。
真
間
川
の
土
手
の
桜
は

市
制
一
五
周
年
を
記
念
し
て
一
九
四
九
年
に
植
え
た
も
の
で
市
川
の
花
見

の
名
所
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
桜
の
木
を
残
す
方
法
を
考
え
な
が
ら

水
害
対
策
を
考
え
て
下
さ
い
、と
一
万
六
〇
〇
〇
人
の
署
名
を
添
え
て「
現

行
の
『
真
間
川
改
修
工
事
』
を
再
検
討
し
て
桜
を
保
存
す
る
治
水
を
完
全

に
実
施
で
き
る
よ
う
な
新
し
い
総
合
治
水
対
策
計
画
の
早
期
立
案
要
請
す

る
請
願
」
を
提
出
し
た
。
桜
の
木
を
伐
っ
て
川
幅
を
拡
げ
れ
ば
水
害
は
な
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く
な
る
の
か
、
桜
を
伐
ら
ず
に
治
水
対
策
は
で
き
な
い
か
、
と
い
う
こ
の

請
願
は
一
九
七
九
年
十
二
月
の
市
議
会
定
例
会
で
議
題
と
さ
れ
た
が
否
決

と
な
っ
た
。

そ
し
て
一
九
八
一
年
に
台
風
二
四
号
が
真
間
川
水
系
流
域
に
大
き
な
被

害
を
出
し
た
。
こ
の
災
害
を
受
け
て
真
間
川
改
修
工
事
は
一
挙
に
動
き
出

し
た
。「
桜
を
伐
ら
な
か
っ
た
か
ら
水
が
出
た
」（『
水
と
生
き
る
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
・
市
川
』）
と
被
災
者
か
ら
さ
く
ら
の
会
に
厳
し
い
意
見
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
改
修
工
事
の
早
期
実
施
を
求
め
る
市
民
の
声
も
多
く
、

真
間
川
の
改
修
工
事
促
進
を
う
た
う
市
民
団
体
・
真
間
川
改
修
促
進
期
成

会
は
一
九
八
二
年
八
月
に
、「
計
画
促
進
決
議
」
を
行
っ
て
、
工
事
の
早

期
改
修
を
要
望
し
た
。
市
議
会
で
の
状
況
を
み
る
と
、
前
述
の
「
現
行
の

『
真
間
川
改
修
工
事
』
を
再
検
討
し
て
桜
を
保
存
す
る
治
水
を
完
全
に
実

施
で
き
る
よ
う
な
新
し
い
総
合
治
水
対
策
計
画
の
早
期
立
案
要
請
す
る
請

願
」
が
提
出
さ
れ
た
一
九
七
九
年
に
は
、
半
年
早
い
六
月
市
議
会
定
例
会

に
「
真
間
川
改
修
工
事
促
進
に
関
す
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
こ
ち
ら
は

可
決
を
得
て
い
る
。
桜
並
木
を
保
存
す
る
運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
一
方
で
、

真
間
川
改
修
工
事
早
期
実
現
の
運
動
も
活
発
に
行
わ
れ
、
真
間
川
改
修
工

事
促
進
に
関
す
る
請
願
も
、
た
び
た
び
市
議
会
に
提
出
さ
れ
議
題
と
な
っ

て
い
た
。

一
九
八
一
年
十
二
月
の
市
川
市
議
会
定
例
会
で
は
、
冒
頭
か
ら
台
風
二

四
号
の
災
害
に
関
連
し
た
議
論
と
な
っ
た
。
助
役
か
ら
災
害
概
況
の
説
明

が
あ
っ
た
あ
と
、
激
し
い
質
疑
応
答
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
質
問
の
多
く
は
、

河
川
の
改
修
工
事
、
流
量
配
分
、
遊
水
地
や
排
水
機
の
設
置
な
ど
治
水
対

策
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
防
災
無
線
の
運
用
や
避
難
所
の
選
定
な

ど
災
害
時
に
お
け
る
行
政
の
動
き
や
、
見
舞
金
や
融
資
、
そ
れ
に
関
連
し

た
床
上
・
床
下
被
害
の
基
準
の
明
確
化
な
ど
、
災
害
後
の
施
策
に
関
す
る

質
問
も
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
治
水
対
策
に
関
連
し
て
、
下
水
道
問
題
な
ど

も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
桜
並
木
に
つ
い
て
も
、
真
間
川
改
修
工
事
の
遅
れ

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
発
言
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
当
時
の

土
木
課
長
が
、

浅
間
橋
か
ら
菅
野
橋
に
至
る
間
の
い
わ
ゆ
る
改
修
工
事
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
確
か
に
護
岸
の
施
行
の
際
、
一
応
現
在

考
え
て
お
り
ま
す
の
が
、
矢
板
護
岸
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
ブ
ロ
ッ
ク
、
あ
る
い
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
の
護
岸

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
一
応
根
本
樋
門
の
方
に
施
行
し
て
あ

り
ま
す
あ
の
よ
う
な
傾
斜
の
護
岸
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
で
、
極
力
桜
を
保
存
し
な
が
ら
一
応
護
岸
工
事
を
施
行
し
て
い

き
た
い
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
お
り
ま
す
。
確
か
に
こ
の
護
岸
工

事
に
伴
い
ま
し
て
、
若
干
の
枝
の
状
況
、
あ
る
い
は
根
の
傷
む
こ
と

等
に
よ
り
若
干
の
支
障
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
考
え
方
で
お
り
ま
す
。
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（『
昭
和
五
六
年
十
二
月

市
川
市
議
会
定
例
会
会
議
録
』）

と
発
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
桜
並
木
の
一
部
を
保
存
し
な
が
ら
治
水
工
事

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

千
葉
県
と
市
川
市
は
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
を
目
標
に
し
て
い
た

改
修
事
業
を
五
年
早
め
て
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
ま
で
に
整
備
す
る

こ
と
と
し
、
真
間
川
下
流
か
ら
八
幡
六
丁
目
の
浅
間
橋
ま
で
は
川
幅
を
一

八
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
川
沿
い
の
一
二
〇
戸
の
家
屋

を
移
転
し
、
両
側
の
桜
並
木
一
九
〇
本
は
伐
採
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ

は
旧
来
の
河
道
改
修
工
事
に
よ
る
治
水
に
力
点
が
置
か
れ
た
改
修
計
画
で

あ
っ
た
が
、
浅
間
橋
か
ら
宮
久
保
一
丁
目
の
国
分
川
合
流
点
ま
で
は
川
幅

の
拡
幅
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
河
川
は
常
に
水
が
流
れ
て
い
る
が
、

国
分
川
か
ら
の
流
れ
を
江
戸
川
に
、
大
柏
川
か
ら
の
流
れ
を
東
京
湾
に
、

と
二
つ
の
河
口
を
持
つ
真
間
川
の
特
性
を
活
か
し
て
流
路
を
取
り
、
河
底

の
浚
渫
に
よ
っ
て
流
水
量
を
確
保
す
る
方
策
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

市
川
市
も
真
間
川
改
修
工
事
に
あ
た
り
、
桜
並
木
す
べ
て
を
残
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
桜
並
木
は
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
地
域
住
民
に

親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
桜
並
木
を
残
す
方
法
で
事
業

を
進
め
た
い
と
模
索
を
続
け
た
末
の
決
定
だ
っ
た
。
こ
の
方
策
に
よ
り
、

大
柏
川
合
流
点
か
ら
国
分
川
合
流
点
ま
で
の
区
間
の
桜
二
〇
〇
本
は
伐
採

を
ま
ぬ
が
れ
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
二
年
十
月
二
十
五
日
、
真
間
川
改
修
の
た
め
の
桜
並
木
の
伐
採

が
始
ま
っ
た
。
さ
く
ら
の
会
は
一
九
八
二
年
十
月
、
台
風
二
四
号
の
被
害

が
出
て
以
来
、
上
流
の
開
発
規
制
な
ど
広
域
の
都
市
計
画
に
立
脚
し
た
治

水
対
策
に
着
手
す
べ
き
で
、
総
合
治
水
事
業
も
不
十
分
で
あ
る
、
と
批
判

し
て
き
た
が
、
一
九
八
二
年
十
月
の
『
さ
く
ら
通
信
』
に
、「
不
幸
に
も

今
年
は
台
風
が
頻
発
し
、
台
風
一
八
・
一
九
号
で
再
び
水
害
を
起
し
ま
し

た
。
そ
の
惨
状
を
み
る
と
、
私
た
ち
は
桜
の
一
部
伐
採
を
認
め
ざ
る
を
え

な
い
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
た
だ
し
市
街
地
の
貴
重
な
桜
並
木
の

伐
採
と
い
う
大
き
な
犠
牲
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
治
水

と
環
境
の
両
立
を
真
剣
に
追
求
し
て
い
く
こ
と
を
、
行
政
当
局
に
強
く
要

望
し
ま
す
。」
と
い
う
声
明
文
を
出
し
た
。

こ
こ
で
真
間
川
と
桜
並
木
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
桜
並
木
を

め
ぐ
る
動
き
は
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
改
修
（
災
害
対
策
）

か
、
桜
並
木
（
自
然
保
護
）
か
、
の
二
択
の
様
相
を
呈
し
た
。
し
か
し
、

さ
く
ら
の
会
、
真
間
川
改
修
促
進
期
成
会
、
そ
し
て
市
川
市
の
三
者
の
資

料
を
確
認
す
る
と
、
こ
の
問
題
が
、
前
述
の
よ
う
な
二
択
で
問
わ
れ
て
い

た
と
は
言
い
切
れ
な
い
よ
う
だ
。
真
間
川
改
修
促
進
期
成
会
は
、
度
重
な

る
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
真
間
川
に
対
し
、
掘
削
・
築
堤
・
護
岸
な
ど
の
改

修
を
要
望
し
て
い
る
が
、
同
時
に
流
量
の
調
節
や
排
水
機
の
設
置
も
求
め

て
い
る
。

さ
く
ら
の
会
の
要
求
は
、「
桜
並
木
の
保
存
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
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〔3-2-15〕かつての桜並木
（真間川の桜並木を守る市民の会蔵）

若
干
趣
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
く
ら
の
会
は
、
真
間
川
下
流
域
で
の

災
害
の
頻
発
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
上
流
で
の
調
整
池
の
建
設
や
、
放
水
路

な
ど
流
路
の
変
更
に
よ
る
流
量
調
節
、
流
域
の
開
発
規
制
な
ど
の
対
策
を

と
る
こ
と
で
下
流
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
を
ま
ず
考
え
る
べ
き
だ
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
対
策
を
講
ぜ
ず
、
下
流
で
の
河
道
の
拡
幅
と
い
う
受
け
皿

の
拡
大
に
短
絡
的
に
依
存
す
る
こ
と
が
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
。
河
道
の

拡
大
の
影
響
を
受
け
る
真
間
川
の
桜
並
木
と
い
う
の
は
、
あ
る
種
の
シ
ン

ボ
ル
と
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
く
ら
の
会
の
こ
の
総
合
治
水
の
考
え
方
は
、
市
川
市
も
理
解
し
て
い

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
桜
並
木
を
残
し
な
が
ら
の
真
間
川
の
改
修
を
模
索
し
た
。

激
特
事
業
で
可
能
な
施
策
と
そ
う
で
な
い
施
策
と
の
境
界
も
あ
っ
た
。
市

は
総
合
治
水
を
見
据
え
な
が
ら
、
こ
の
改
修
事
業
に
向
き
合
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
三
者
は
同
じ
目
的
を
持
っ
て
い
た
。
本
来
対
抗
す
る
関
係
で
は

な
い
は
ず
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
施
策
の
順
序
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や

主
張
が
あ
っ
た
、
そ
れ
が
改
修
か
、
桜
並
木
か
、
の
よ
う
な
対
立
構
造
に

誤
っ
て
と
ら
え
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
く
ら
の
会
は
そ
の
後
も
活
動
を
続
け
、『
さ
く
ら
通
信
』
に
、「
ほ
ん

と
う
の
総
合
治
水
を
」（
一
九
九
四
年
春
号
）
な
ど
の
記
事
を
載
せ
て
真

間
川
の
治
水
と
環
境
保
全
の
運
動
を
継
続
し
た
。
さ
く
ら
の
会
の
会
員
の

な
か
か
ら
、
水
害
か
ら
身
を
守
る
こ
と
も
、
緑
と
水
辺
と
の
共
存
す
る
環

境
を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
も
現
代
の
都
市
生
活
に
は
重
要
な
こ
と
で
あ



第３章　江戸川と真間川

154

〔3-2-16〕『真間川界隈』創刊号と『さくら通信』第10号
（左は鳥居雪子氏蔵、右は真間川の桜並木を守る市民の会蔵）

り
そ
の
両
方
を
生
か
し
た
都
市
づ
く
り
は
で
き
な
い
か
と
い
う
考
え
が
生

ま
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
専
門
研
究
者
を
交
え
有
志
が
集
ま
っ
た
。

「
真
間
川
流
域
に
お
け
る
市
街
化
の
変
遷
と
そ
の
地
域
の
生
活
構
造
に

与
え
る
影
響
に
関
す
る
研
究
」と
い
う
テ
ー
マ
で
一
九
八
〇（
昭
和
五
五
）

年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
ト
ヨ
タ
財
団
か
ら
研
究
助
成
を
受
け
、
そ
れ
を

直
接
の
き
っ
か
け
と
し
て
真
間
川
流
域
研
究
会
が
生
ま
れ
た
。
一
九
八
二

年
三
月
に
は
会
報
『
真
間
川
界
隈
』
の
創
刊
号
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。

3

2

61

真
間
川
流
域
研
究
会
の
特
徴
は
専
門
家
と
地
域
住
民
が
お
互
い
に
刺
激

し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生
か
し
、
欠
点
を
補
っ
て
研
究
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。『
真
間
川
界
隈
』
創
刊
号
で
は
、

真
間
川
流
域
の
大
き
な
都
市
問
題
の
一
つ
に
治
水
対
策
が
あ
る
。
真

間
川
は
、
流
域
の
市
街
化
に
よ
っ
て
、
雨
が
降
る
と
急
激
に
水
が
流

れ
て
、
水
害
を
生
ず
る
危
険
な
河
川
に
変
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、

急
速
な
宅
地
化
や
市
街
化
に
よ
っ
て
、
台
地
の
畑
や
樹
林
、
低
地
の

水
田
な
ど
、
か
っ
て
流
域
の
各
地
域
の
持
っ
て
い
た
保
水
・
遊
水
機

能
が
大
き
く
損
わ
れ
て
、
一
挙
に
大
量
流
下
す
る
都
市
構
造
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
高
野
公
男
「
真
間
川
流
域
研
究
会
の
理
念
と
目
標
」）
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〔3-2-17〕『水防都市構想』
（鳥居雪子氏蔵）

た
だ
単
に
河
川
改
修
を
行
う
べ
き
か
否
か
、
桜
並
木
を
守
る
べ
き
か

否
か
だ
け
で
は
な
く
、
流
域
全
体
に
わ
た
っ
て
、
水
害
か
ら
身
を
守

り
や
す
く
、
う
る
お
い
の
あ
る
快
適
な
環
境
を
つ
く
り
出
す
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
を
、
専
門
家
と
『
し
ろ
う
と
』
が
知
恵
を

出
し
あ
っ
て
、
考
え
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

（
望
月
史
郎
「
川
と
生
活
を
め
ぐ
る
研
究
活
動
」）

と
研
究
会
の
活
動
の
視
点
を
述
べ
て
い
る
。

『
真
間
川
界
隈
』
は
月
一
回
の
発
行
で
、
真
間
川
に
か
か
わ
る
諸
問
題

に
鋭
く
切
り
込
む
論
考
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、

研
究
報
告
で
あ
る
「
台
風
二
四
号
に
よ
る
真
間
川
洪
水
の
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ

フ
（
量
水
曲
線
）
の
作
成
と
検
討
」、「
谷
地
の
土
地
利
用
と
水
害
」
な
ど

の
研
究
者
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
、「
台
風
一
八
号
水
害
レ
ポ
ー
ト
」
な
ど
の

会
員
に
よ
る
実
態
レ
ポ
ー
ト
、
さ
ら
に
は
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
「
真
間
川

再
生
案
」
の
提
示
な
ど
が
あ
る
。

真
間
川
流
域
研
究
会
の
活
動
と
し
て
は
研
究
成
果
の
出
版
が
重
要
な
課

題
で
あ
り
、『
水
防
都
市
構
想
』
の
出
版
で
ト
ヨ
タ
財
団
か
ら
の
助
成
は

終
了
し
た
。
三
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
会
の
代
表
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。「
私
達
の
真
間
川
で
の
実
践
は
、
河
川
改
修
と
桜
並
木
保

存
運
動
が
火
種
と
な
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
火
種
を
ど
う
受
け
と
め

る
か
は
、
自
治
体
職
員
を
含
め
て
そ
こ
に
住
む
人
々
の
力
量
の
問
題
で
あ

ろ
う
。
ま
た
火
種
を
ど
う
作
っ
て
ゆ
く
か
も
、
住
む
人
々
の
知
恵
や
力
の

問
題
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。」（『
真
間
川
界
隈
』
二
二
号
）

『
水
防
都
市
構
想
』は
一
九
八
三
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
3

2

71

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
真
間
川
流
域
の
治
水
と
街
づ
く
り
の
提
案
」
で
あ
り
、

真
間
川
の
治
水
に
関
す
る
総
合
的
な
提
案
を
示
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

真
間
川
流
域
研
究
会
と
い
う
市
民
団
体
が
提
案
型
の
研
究
成
果
を
発
表

し
た
こ
と
は
、
市
川
に
お
け
る
市
民
運
動
の
新
し
い
展
開
を
示
し
た
も
の

と
い
え
る
の
で
あ
る
。
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4

真
間
川
水
系
の
汚
染
と
浄
化
対
策

真
間
川
と
い
う
都
市
河
川
は
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
真

間
川
を
流
れ
る
水
は
ご
く
わ
ず
か
の
自
然
湧
水
と
工
場
排
水
、
そ
し
て
九

〇
％
の
生
活
雑
排
水
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
起
因
す
る
水

質
汚
濁
問
題
で
あ
る
。

一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
五
月
、
市
川
市
は
水
質
汚
濁
防
止
法
の
政

令
市
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
は
同
年
九
月
公
害
監
視
モ
ニ

タ
ー
制
度
を
設
け
た
。
公
害
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
民
か
ら
公
害
に
関
す

る
情
報
を
得
て
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、
モ
ニ
タ
ー
を
核
と
し
て
市

民
に
生
活
環
境
の
保
全
に
関
し
て
啓
蒙
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
一
九
七
四
年
に
は
三
〇
名
の
モ
ニ
タ
ー
が
誕
生
し
て
い
る
。
モ
ニ

タ
ー
に
な
っ
た
市
民
は
、
そ
の
決
意
を
「
子
供
ら
に
本
当
の
川
を
見
せ
た

い
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

た
と
え
ば
真
間
川
の
汚
染
を
例
に
と
っ
て
み
て
も
川
の
汚
染
は
急
激

に
増
え
た
住
宅
と
、
そ
れ
に
お
い
つ
か
な
い
下
水
道
施
設
の
不
備
、

工
場
地
域
か
ら
の
汚
水
の
流
入
等
行
政
や
企
業
ル
ー
ト
の
責
任
に
起

因
す
る
も
の
と
、
不
法
な
ゴ
ミ
、
汚
物
の
投
捨
て
な
ど
住
民
側
の
責

任
に
起
因
す
る
も
の
と
が
互
に
関
連
し
合
っ
て
生
じ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
も
と
の
美
し
い
真
間
川
を
取
り
も
ど
す
た
め
に
は
、
下
水

道
の
完
備
、
工
場
排
水
の
処
理
規
制
、
排
水
処
理
施
設
設
置
の
補
助

等
行
政
の
仕
事
を
急
ぐ
と
同
時
に
個
々
の
人
が
川
に
ゴ
ミ
、
汚
物
を

投
げ
捨
て
な
い
と
い
う
こ
と
を
今
一
度
考
え
な
お
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
達
公
害
モ
ニ
タ
ー
が
ど
の
程
度
こ
れ
ら
の
原
因
解
決
に
迫
れ

る
か
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
主
婦
と
し
て
の
身
近
な
目
で
、
企
業
、

行
政
、
住
民
の
接
点
を
探
し
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。〝
メ
ダ

カ
や
フ
ナ
の
泳
ぐ
川
〞
こ
れ
は
夢
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
川
の
流
れ

が
ど
ん
な
も
の
か
さ
え
知
ら
な
い
今
の
子
供
達
に
本
当
の
川
の
姿
を

見
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（『
広
報
い
ち
か
わ
』
二
七
六
号
）

今
（
一
九
七
四
年
）
の
真
間
川
は
本
当
の
真
間
川
で
は
な
い
、
と
認
識

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
か
ら
市
川
市
も
『
広
報
い
ち
か
わ
』
な
ど
で
河
川
の
よ
ご
れ

に
対
し
て
市
民
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
七
二
年

九
月
一
日
付
の
『
広
報
い
ち
か
わ
』（
二
五
一
号
）
は
「
死
ん
で
し
ま
っ

た
市
内
の
川
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
見
出
し
を
付
け
て
市
内
各
河
川

の
現
状
を
、

国
分
川

こ
の
川
は
松
戸
市
よ
り
流
れ
こ
ん
で
い
ま
す
。
正
月
中
は

い
く
ら
か
き
れ
い
で
す
が
、
工
場
が
操
業
を
始
め
る
と
よ
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〔3-2-18〕公害問題を伝える広報
（『広報いちかわ』273号、1974年7月1日付）
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ご
れ
が
ひ
ど
く
な
り
、
B
O
D
で
は
、
昨
年
の
六
月
調
査

に
比
較
す
る
と
六
倍
と
な
り
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
浮
遊
物

質
、
油
類
も
か
な
り
増
加
が
め
だ
ち
ま
す
。

春
木
川

B
O
D
は
昨
年
六
月
の
調
査
の
三
倍
の
値
を
示
し
て
お
り
、

浮
遊
物
質
の
増
加
も
め
だ
ち
ま
す
。

真
間
川

上
流
の
国
分
川
、
春
木
川
に
く
ら
べ
、
浮
遊
物
質
は
さ
ら

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
真
間
川
の
う
ち
、
東
京

湾
に
流
入
す
る
方
は
、
東
菅
野
の
終
末
処
理
場
が
四
月
か

ら
稼
働
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
汚
濁
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

大
柏
川

上
流
は
ま
こ
と
に
き
れ
い
で
、
さ
か
な
が
泳
い
で
い
ま
す

が
、
下
流
で
は
、
住
宅
か
ら
の
排
出
水
で
よ
ご
れ
が
目
立

ち
ま
す
。

と
、
国
分
川
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
昨
年
比
六
倍
、
春
木
川
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
昨
年
比
三

倍
、
と
レ
ポ
ー
ト
し
、
悪
化
を
訴
え
て
い
る
。

こ
こ
で
川
の
よ
ご
れ
を
測
る
尺
度
と
し
て
Ｂ
Ｏ
Ｄ
数
値
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
い
う
の
は
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
を
示
す
用
語
で
、

数
値
が
高
け
れ
ば
よ
ご
れ
が
ひ
ど
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

市
環
境
部
が
一
九
七
六
年
に
河
川
の
各
所
で
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
数
値
を
示
し
て
お
こ
う
。
真
間
川
・
根
本
水
門
で
の
B
O
D
値
は
三

四
・
九
、
冨ふ

貴き

島じ
ま

小
学
校
裏
で
三
四
・
〇
、
国
分
川
（
国
分
一
丁
目
地
先
）

で
一
八
・
二
、
大
柏
川
（
浅
間
橋
）
で
一
九
・
七
と
、
当
時
の
暫
定
基
準

値
一
五
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
た
。

河
川
の
水
質
は
、
A
A
〜
E
お
よ
び
ラ
ン
ク
外
に
類
型
さ
れ
て
い
る
が
、

真
間
川
水
系
は
主
に
、
D
、
E
、
ラ
ン
ク
外
に
位
置
し
て
い
る
。
ラ
ン
ク

A
A
（
B
O
D
1
以
下
）
と
A
（
B
O
D
2
以
下
）
は
「
非
常
に
き
れ
い
」、

ラ
ン
ク
B
（
B
O
D
3
以
下
）
と
ラ
ン
ク
C
（
B
O
D
5
以
下
）
は
「
き

れ
い
」
と
認
め
ら
れ
、
ラ
ン
ク
D
（
B
O
D
8
以
下
）、
ラ
ン
ク
E

（
B
O
D
10
以
下
）
は
「
や
や
汚
れ
て
い
る
」、
そ
し
て
B
O
D
10
以
上

は
ラ
ン
ク
外
と
な
り
、「
汚
れ
て
い
る
」
と
区
分
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

真
間
川
の
環
境
基
準
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
が
一
〇
で
あ
る
。
3

2

91
を
み

る
と
真
間
川
四
地
点
、
大
柏
川
二
地
点
、
国
分
川
、
春
木
川
の
計
八
地
点

で
い
ず
れ
も
環
境
基
準
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
と
く
に
春
木
川
（
曽

谷
六
丁
目
地
先
）
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
一
〇
二
・
八
は
異
常
と
も
い
え
る
数
値
で
、

も
は
や
川
と
い
う
よ
り
は
汚
水
排
水
路
状
態
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
ら
に
一
九
七
八
年
七
月
十
五
日
付
の『
広
報
い
ち
か
わ
』（
三
二
四
号
）

は
、「
五
二
年
度
市
内
河
川
の
水
質
調
査
」
の
記
事
で
「
旧
江
戸
川
を
の

ぞ
き
ほ
と
ん
ど
の
川
で
水
質
が
悪
化
」「
と
く
に
春
木
川
な
ど
で
は
基
準

の
一
〇
倍
以
上
の
汚
れ
を
示
し
て
い
ま
す
。」「
市
川
市
の
場
合
、
川
を
汚

し
て
い
る
原
因
の
八
割
は
家
庭
雑
排
水
や
浄
化
槽
排
水
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

生
活
系
排
水
で
す
。」
と
述
べ
、
市
民
に
環
境
保
全
の
呼
び
か
け
を
試
み

て
い
る
。
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記
事
は
、
流
域
人
口
が
増
加
し
、
汚
染
の
原
因
で
あ
る
生
活
系
排
水
の

割
合
が
増
え
る
一
方
で
、
宅
地
造
成
に
と
も
な
っ
て
自
然
水
の
湧
出
は

減
っ
て
い
て
水
質
の
浄
化
も
望
め
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
水
害
の
増
大
要

因
と
河
川
汚
染
の
要
因
は
宅
地
開
発
に
起
因
す
る
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
も
事
態
は
好
転
せ
ず
、『
市
川
市
の
環
境

昭
和
五
七
年
版
』

で
は
「（
市
内
の
河
川
は
）
江
戸
川
、
旧
江
戸
川
を
除
き
、
い
ず
れ
の
河

川
も
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
環
境
基
準
値
を
大
き
く
超
え
、
都
市
排
水
路
と
化
し
悪
臭

が
発
生
し
て
い
る
。
又
、
春
期
か
ら
夏
期
に
か
け
て
は
腐
敗
し
た
ヘ
ド
ロ

が
河
底
よ
り
浮
上
し
、
黒
い
塊
と
な
っ
て
流
出
し
河
川
の
汚
濁
源
と
も

な
っ
て
い
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
四
年
九
月
一
日
付
の『
広
報
い
ち
か
わ
』（
四
七
一
号
）に
は「
汚

染
続
く
中
小
河
川
」
と
題
し
て
市
域
中
小
七
河
川
、
一
四
地
点
の
一
九
八

一
年
か
ら
一
九
八
三
年
の
三
か
年
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
ラ
ン
ク
外
と
な
る
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
3

2

02

一
九
八
八
年
、
春
木
川
が
河
川
の
全
国
水
質
調
査
で
Ｂ
Ｏ
Ｄ
測
定
値
が

ワ
ー
ス
ト
一
に
な
り
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
も
全
国
一
汚
れ
て
い
る

川
と
い
う
、
市
川
市
に
と
っ
て
は
不
名
誉
な
結
果
が
出
た
。

一
九
九
二
年
三
月
に
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
き
真
間
川
は
千
葉

県
か
ら
「
生
活
排
水
対
策
重
点
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
。
市
は
翌
一
九
九

三
年
三
月
に
、「
生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
」
の
第
一
次
計
画
を
策
定
し
、

み
ず
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
な
ど
を
設
け
た
。「
み
ん
な
の
力
で
ふ
る
さ
と

の
川
・
真
間
川
に
清
流
を
取
り
戻
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
生
活
排

水
の
汚
れ
を
半
分
に
減
ら
す
こ
と
を
実
践
目
標
に
し
、
魚
が
泳
ぐ
川
に
な

る
よ
う
市
民
と
一
体
に
な
っ
て
河
川
水
質
浄
化
に
努
め
た
。

春
木
川
は
稲
越
町
で
国
分
川
と
分
か
れ
、
東
国
分
と
曽
谷
の
境
を
流
れ
、

宮
久
保
で
再
び
国
分
川
に
合
流
す
る
約
二
・
二
キ
ロ
、
川
幅
五
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
短
い
川
で
あ
る
が
、
自
然
水
源
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
流
れ
る
水
の

〔3-2-19〕真間川水系の水質汚染度（1976年）

〔3-2-20〕真間川水系の水質汚染度（1981-1983年）

河　川 測定場所 BOD値（mg/L)

真間川

根本水門 34.9
須和田橋 30.5
冨貴島小学校裏 34.0
三戸前橋 18.3

国分川 国分1-20 18.2
春木川 曽谷6-5 102.8

大柏川
霊園前 42.4
浅間橋 19.7

河　川 測定場所 BOD値（mg/L)
1981年 1982年 1983年

真間川
根本水門 25 22 21
八方橋 24 24 20
三戸前橋 18 15 16

国分川 須和田橋 30 27 28
春木川 宮久保1-26 35 30 49

大柏川
浅間橋 23 22 20
浅間橋 19.7 19.7 19 .7

（『市勢概要　昭和51年』より作成）

（『広報いちかわ』471号、1984年9月1日付より作成）
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大
部
分
は
流
域
の
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
で
あ
る
。
真
間
川
本
川
は
も
と
よ

り
、
上
流
の
国
分
川
、
大
柏
川
も
市
街
地
化
が
進
行
し
、
湧
水
な
ど
で
は

な
く
、
家
庭
か
ら
出
る
雑
排
水
が
主
な
水
源
な
の
で
、
ト
イ
レ
の
汚
水
、

台
所
や
風
呂
の
排
水
を
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
や
雨
水
貯
留

施
設
な
ど
に
頼
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
一
九
九
一
年
か
ら
一
九
九
三
年
に
か
け
て
、
曽
谷
周
辺
の
地
下

三
か
所
（
曽
谷
公
民
館
、
百
合
台
小
学
校
な
ど
）
に
触
媒
曝ば

っ

気き

方
式
の
都

市
排
水
路
の
浄
化
施
設
を
埋
設
、
一
日
一
五
〇
〇
ト
ン
の
家
庭
排
水
を
処

理
す
る
施
設
を
造
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
B
O
D
値
三
〇
〜
六
〇
を
二
〇

ま
で
下
げ
る
対
策
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
、
浄
化
用
濾ろ

紙し

セ
ッ
ト
の
配
布
、

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
ス
ラ
イ
ド
の
上
映
な
ど
の
啓
発
活
動
も
実
施
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
実
り
、
春
木
川
の
水
質
の
改
善
は
進
ん
だ
。

Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
数
値
は
一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
頃
ま
で
は
、
一
〇
〜
一

八
と
い
う
数
値
に
な
っ
て
お
り
、
一
九
八
八
年
の
ワ
ー
ス
ト
一
の
B
O
D

四
四
か
ら
す
れ
ば
大
幅
に
浄
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
〇
一
三

年
か
ら
二
〇
一
七
年
の
五
年
間
で
は
、
七
〜
一
〇
と
い
う
数
値
を
示
し
て

お
り
、
水
質
の
改
善
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
環
境
省
の
「
公
共
用
水
域

の
水
質
測
定
結
果
」
B
O
D
（
年
平
均
値
）
の
高
い
水
域
五
か
所
で
、
二

〇
〇
四
年
か
ら
の
一
〇
年
間
に
春
木
川
は
ワ
ー
ス
ト
一
は
三
回
、
ワ
ー
ス

ト
二
は
三
回
、
ワ
ー
ス
ト
三
は
二
回
、
ワ
ー
ス
ト
四
は
二
回
と
、
す
べ
て

の
年
に
お
い
て
ラ
ン
キ
ン
グ
に
名
を
連
ね
る
と
い
う
不
名
誉
な
記
録
が

残
っ
て
い
る
。
ま
た
国
分
川
も
同
じ
一
〇
年
間
に
五
回
ワ
ー
ス
ト
五
以
内

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
春
木
川
や
国
分
川
が
汚
れ
た
ま

ま
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
近
年
、
全
国
的
に
河
川
の
浄
化
が
進
ん
で
き

て
い
る
。
つ
ま
り
、
真
間
川
水
系
以
外
の
河
川
も
水
質
改
善
さ
れ
て
き
て

お
り
、
そ
の
た
め
相
対
的
な
順
位
に
変
動
が
み
ら
れ
に
く
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
は
真
間
川
水
系
は
ラ
ン
ク

Ｅ
の
環
境
基
準
を
す
べ
て
の
地
点
で
満
た
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
、
排
水
設
備
の
設
置
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
増
加
（
単
独
処
理

浄
化
槽
の
減
少
）
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
対
策
の
ほ
か
、
み
ず
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
の
運
用
や
、
周
辺
自
治
会
や
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
努
力
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
、
大
規
模
排
出
水
工
場
の
廃
業
も
見
逃
せ
な
い
要

因
で
あ
ろ
う
。

二
〇
〇
九
年
、
千
葉
県
と
真
間
川
流
域
四
市
は
真
間
川
流
域
水
循
環
系

再
生
行
動
計
画
を
策
定
し
、
流
域
の
水
循
環
に
係
わ
る
課
題
に
対
し
、
行

政
、
流
域
住
民
、
事
業
者
が
役
割
を
分
担
し
て
「
雨
水
を
貯
め
る
、
利
用

す
る
、
浸
透
さ
せ
る
」
水
循
環
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
洪
水
被
害
の
減
少

と
河
川
水
質
の
維
持
を
目
的
に
活
動
を
開
始
し
た
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
、
真
間
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
を
掲

示
す
る
な
ど
啓
発
活
動
も
実
施
し
て
い
る
。「
み
ん
な
の
力
で
ふ
る
さ
と

の
川
・
真
間
川
に
清
流
を
取
り
戻
す
」
取
り
組
み
は
、
今
日
も
続
い
て
い

る
。
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〔3-2-21〕ビジュアルボードの掲示（2018年）


